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糸島市長　　月　形　　祐　二

は じ め に

平成２９（２０１７）年３月

　ここに、平成28年版糸島市統計白書を発刊いたします。

本書は、糸島市の人口、経済、社会、教育、文化など、各分野の基本的な統計情

報を、総合的に収録したものです。なお、糸島市は、平成22年１月１日に前原市、

二丈町、志摩町の１市２町が合併し、新たに誕生しました。そのため、合併前の

データにつきましては、旧１市２町の合算値で掲載しております。

本書では、全国、福岡県、福岡都市圏（９市８町）による比較を行い、糸島市の

位置づけを明らかにしています。（ベンチマーク）

本書が、各種行政施策を推進するための基礎資料としてだけでなく、さまざまな

分野の調査研究や計画立案などに活用いただければ幸いです。

おわりに、本書の刊行にあたり、貴重な資料をご提供いただいた関係各位に厚く

お礼申し上げますとともに、今後ともご指導、ご協力を賜りますようお願いいたし

ます。
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　本書のデータ及び本書に掲載した項目の最新数値については、糸島市ホームページでもご覧いただけます。
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してください。

単位未満の数値については、原則として四捨五入の処理を行っていますので、内訳を合計しても総計と一致

しない場合があります。また、旧１市２町の合算値を用いているため、いずれかの数値が秘匿処理されていて

も、秘匿処理されていない数値の合算値を表記しています。そのため、この場合も総計と一致しません。

本書は、①テーマ、②項目名、③糸島市の最新データ、④指標の説明、⑤指標の算出根拠及び基礎データ

の資料、⑥全国・福岡県・糸島市の推移（グラフ）、⑦福岡都市圏（９市８町）の比較（グラフ）、⑧統計データ（グ

ラフ）から見る市の動向により構成しています。

　なお、本書は、第１次糸島市長期総合計画の７つの基本目標ごとに収録しています。

この統計白書は、特に注記しない限り、暦年（１月～12月）もしくは会計年度（４月～翌年３月）により集計して

います。なお、各調査の公表時期にはばらつきがあり、最新データが平成28年のものではない項目がありま

す。
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総　　説



 



１．沿革

本市が位置する糸島半島は、弥生時代より大陸からの新文化を受容する玄関口としての役割を担って

いました。中国の歴史書「魏志倭人伝」に記述される「伊都国」の地であり、現在も市内各地に当時をしの

ばせる遺跡や出土品が豊富に残っています。なかでも、国指定史跡の平原遺跡から出土した日本最大の

銅鏡「内行花文鏡」（国宝）は、その繁栄ぶりを如実に物語っています。

江戸時代には、現在の前原名店街を中心とした市街地が唐津街道の宿場町として賑わい、以後、糸島

地域の政治、経済、文化、交通の中心地として発展してきました。

明治22年には市制町村制が施行され、全国一律に行われた町村合併により、現在の糸島地域におい

て、それまで80を超えていた村が、怡土郡（一貴山村、深江村、福吉村、長飯本村（明治25年、長糸村に

改称）、加布里村、雷山村、怡土村）と志摩郡（前原村、波多江村、可也村、小富士村、芥屋村、野北村、

桜井村）の２郡14村になり、明治29年には、怡土・志摩の両郡が合併し、「糸島郡」が誕生しています。

明治34年には前原村が町制を施行し、前原町になり、昭和６年には、波多江村、加布里村と合併しまし

た。昭和30年には「昭和の大合併」により、前原町は、雷山村、長糸村との合併、怡土村の編入を経て、

新町制の前原町になりました。また、同年に一貴山村、深江村、福吉村が合併し二丈村に、可也村、小富

士村、芥屋村、桜野村（昭和26年、野北村と桜井村が合併）が合併し志摩村になりました。

昭和40年には二丈村、志摩村が町制を施行し、二丈町、志摩町となり、平成４年には前原町が市制を施

行し、前原市になりました。

平成22年１月に「平成の大合併」により、前原市、二丈町、志摩町が合併し「糸島市」が誕生。現在に

至っています。
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２．概要

【優れた交通アクセスと恵まれた立地条件】

　本市の面積は215.70㎢で、東西約24㎞、南北約19㎞にわたり、福岡県下では第６位の面積を有します。

本市は、福岡市を中心とする福岡都市圏の西部に位置し、ＪＲ筑肥線、西九州自動車道や国道202 号などの主要幹

線道路をはじめとした交通基盤の整備により、福岡市への時間距離が約30 分と、交通アクセスが非常に優れていま

す。加えて、自然、歴史、食材に恵まれ、都市近郊の緑豊かな生活環境が形成されています。

【豊かな海・山・川と田園風景】

南部には脊振雷山県立自然公園に指定された山々、北部には玄海国定公園に指定された海岸線を有する自然豊か

な地域です。これらの豊かな自然は、農林水産物の供給をはじめ、水源のかん養、地球温暖化の防止、良好な景観の

形成など、多面的な役割を果たしています。また、糸島平野では、瑞梅寺川、雷山川、長野川、一貴山川などの２級河

川が南北に流れており、周囲には広大な農地と集落からなる美しい田園風景が広がっています。

【古代ロマンを秘めた歴史・文化】

古来より、大陸文化の玄関口として栄えた本市域には、日本最大の銅鏡である「内行花文鏡」を含む平原遺跡出土品

（国宝）をはじめとして、7 か所の国指定史跡や遺跡、古墳群など、悠久の歴史、文化をしのばせる多くの文化財が点在

しています。また、高祖神社、桜井神社、雷山千如寺をはじめとした神社・仏閣が各地域に存在しており、高祖神楽や

福井神楽、大入盆綱引き、桜井神社の流鏑馬、深江・福吉地区の神幸祭、桜井二見ヶ浦大注連縄掛け、白糸の寒みそ

ぎ、老松神社の追儺祭などの歴史ある伝統行事が各地域で受け継がれ、地域コミュニティを育むきっかけとなっていま

す。

【九州大学移転に伴う波及効果】

平成17 年10 月から、九州大学の伊都キャンパスへの統合移転が開始され、平成30 年度までには完了する予定で

す。移転完了後には、約1 万8,600 人の学生や教職員、その他関係者が本市や福岡市西部に流入することが予測され

ています。また、大学との共同研究を目的とする企業・研究機関の立地、新産業の創出、ベンチャー企業の育成、世界

各国からの留学生との国際交流の拡大、市民の生涯学習機会の拡充、共同イベントの開催など、世界レベルの知的資

源と若い人的資源を有する九州大学とのさまざまな連携・交流による無限の可能性が期待されます。

【新鮮で豊富な食料の供給地】

本市では、古くから農業が盛んです。現在の主要な生産物としては、野菜・花き・果物などの園芸作物、水稲、畜産物

が挙げられます。また、近隣都市の食料供給地としての役割を果たすなど、農林水産業は、本市を代表する産業として

重要な役割を担っています。

【多彩な観光資源】

市内で生産された農林水産物や特産品は、売上高日本一を誇る「伊都菜彩」をはじめとした市内約20 か所の直売所

などでも販売されており、市内外の買い物客で賑っています。また、観光農園や貸農園は市内に13 か所あり、農林水

産業と観光とを融合させたグリーンツーリズムやブルーツーリズムも展開されています。

本市は、玄海国定公園、脊振雷山県立自然公園などの美しい自然景観や豊かな自然環境、貴重な歴史・文化資源、

有名な神社・仏閣、伝統的な祭り、新鮮で安価な食材などの多彩な観光資源を提供することで、福岡都市圏をはじめ、

隣接する佐賀県唐津市などから気軽に訪れることができるレジャースポットとなっています。

サーフィンや海水浴が盛んな海岸線、登山を楽しむ自然歩道、地元食材を使ったカフェや飲食店、芸術家が創作活動

をしている工房、新鮮な農産品や魚介類を扱う直売所などにおいて、人々のふれあいや交流が活発に行われていま

す。

　これらにより、本市を訪れる人の数は年々増加し、観光入込客数は、平成27年で約613.7万人に達しています。
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３．位置、面積

玄界灘

東西約24km

南北約19km
面積：215.70㎢
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ベンチマーク



糸島市統計白書　ベンチマーク　総括

【基本目標１　-　みんなが健康で元気なまちづくり　-　】

特徴的項目
No 項目 全国 福岡県 糸島市

21
特定健診受診率
（市町村国民健康保険に係る受診率）

35.3% 31.5% 38.8%

22
生活習慣病による死亡者数
（人口10万人当たり）

549.6人 506.6人 505.8人

23 メタボリックシンドロームの該当者割合 16.6% 16.1% 16.7%

【基本目標２　-　子どもが健やかに育つまちづくり　-　】

特徴的項目
No 項目 全国 福岡県 糸島市

5 年少人口割合 12.6% 13.4% 13.6%

10 粗出生数（人口千人当たり） 8.03人 9.03人 7.60人

11 合計特殊出生率 1.41 1.43 1.37

33 小学校児童数（教員一人当たり） 15.5人 16.7人 15.7人

34 中学校生徒数（教員一人当たり） 13.5人 14.3人 13.8人

35 0歳～2歳の子を持つ夫婦のいる一般世帯のうち妻の就業割合 35.3% 35.4% 40.0%

36 3歳～6歳の子を持つ夫婦のいる一般世帯のうち妻の就業割合 51.7% 53.2% 60.1%

都市圏位置づけ

17市町中　３番目に高い

17市町中　最も高い

17市町中　３番目に高い

17市町中　２番目に多い

17市町中　最も高い

都市圏位置づけ

17市町中　２番目に少ない

17市町中　３番目に低い

17市町中　３番目に低い

17市町中　２番目に少ない

17市町中　３番目に少ない

特定健診受診率は、全国・福岡県平均と比べても高い水準を維持しており、市民の健康に対する意識が高い

ことが分かる。

しかし、生活習慣病による死亡者数（人口10万人当たり）は福岡都市圏で２番目に多く、要因として、メタ

ボリックシンドロームの該当者割合が高いことも影響している。

年少人口割合は、全国・福岡県平均より高いものの、福岡都市圏で３番目に低い。

また、小学校児童数（教員一人当たり）及び中学校生徒数（教員一人当たり）は、ともに全国より多いが、

福岡県平均より少なく、福岡都市圏でそれぞれ２番目と３番目に少ない。

粗出生数（人口千人当たり）と合計特殊出生率は、ともに全国・福岡県平均を下回り、福岡都市圏での水準

も低い。このことが年少人口割合の低下や福岡都市圏の市町と比較したときの水準の低さに影響している。

また、子育て中の夫婦の就労状況を見ると、0歳～6歳の子を持つ夫婦のいる一般世帯のうち妻の就業割合は

60.1％、また、0歳～2歳の子を持つ夫婦のいる一般世帯のうち妻の就業割合は40.0％で、全国・福岡県平均を

上回っていることが特徴的である。
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【基本目標３　-　海、山、川をたいせつにしたまちづくり　-　】

特徴的項目
No 項目 全国 福岡県 糸島市

39 生活系ごみ搬入量（人口一人当たり） 224.2kg 215.2kg 232.0kg

40 ごみのリサイクル率 20.6% 21.1% 26.0%

【基本目標４　-　快適に暮らすことができる安全・安心のまちづくり　-　】

特徴的項目
No 項目 全国 福岡県 糸島市

43 道路舗装率（市町村道） 78.1% 85.2% 84.2%

44 都市計画道路整備率 74.1% 73.6% 66.0%

46 水道普及率 97.8% 93.8% 77.6%

47 汚水処理人口普及率 89.9% 90.5% 86.7%

48 建物火災出火件数（人口10万人当たり） 18.6件 17.2件 21.6件

50 救急車の現場到着平均所要時間 8.6分 8.0分 7.7分

都市圏位置づけ

17市町中　最も低い

７管轄地域中　３番目に短い

17市町中　７番目に高い

都市圏位置づけ

17市町中　６番目に低い

17市町中　４番目に多い

17市町中　最も低い

17市町中　最も多い

17市町中　５番目に低い

生活系ごみ搬入量（人口一人当たり）は、全国・福岡県平均を上回り、福岡都市圏内で４番目に多い状況と

なっている。

また、ごみのリサイクル率は、全国・福岡県平均より高く、福岡都市圏内で７番目に高い。

都市計画道路整備率は、全国・福岡県平均を下回り、福岡都市圏内で５番目に低い。また、道路舗装率（市

町村道）は、福岡県平均を下回り、福岡都市圏で６番目に低い状況である。

水道普及率は、全国・福岡県平均を下回り、福岡都市圏内で最も低い。また、汚水処理人口普及率も全国・

福岡県平均を下回り、福岡都市圏内で最も低い。

建物火災出火件数（人口10万人当たり）は、全国・福岡県平均を上回り、福岡都市圏内で最も多い。

救急車の現場到着平均所要時間は、全国・福岡県平均より短く、７管轄地域中３番目に短い。
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【基本目標５　-　みんなの力で進める協働のまちづくり　-　】

特徴的項目

No 項目 全国 福岡県 糸島市

52 審議会等における女性委員の登用率 26.0% 30.6% 31.8%

53 NPO法人認証数（人口10万人当たり） 40.6団体 35.2団体 31.0団体

54 蔵書数（人口一人当たり） 3.39冊 2.70冊 2.67冊

【基本目標６　-　経営感覚を持った持続可能なまちづくり　-　】

特徴的項目

No 項目 全国 福岡県 糸島市

6 生産年齢人口割合 60.7% 60.7% 59.4%

29 介護給付費（第１号被保険者一人当たり） 253,740円 288,108円 266,016円

59 経常収支比率（※数値が低い方が良い） 90.0% 92.0% 84.4%

63 市町村税の徴収率 98.9% 99.1% 99.5%

都市圏位置づけ

12市町等中　３番目に多い

17市町中　最も低い

17市町中　４番目に少ない

17市町中　４番目に多い

都市圏位置づけ

17市町中　５番目に低い

17市町中　２番目に高い

17市町中　９番目（中央）

審議会等における女性委員の登用率は、全国・福岡県平均より高く、福岡都市圏内で９番目（中央）である

が、年々上昇している。

NPO法人認証数（人口10万人当たり）は、全国・福岡県平均より水準は低いものの、福岡都市圏で４番目に

多く、年々増加している。

蔵書数（人口一人当たり）は、、経年比較で見ると一貫して増加しているものの、全国・福岡県平均を下回

り、福岡都市圏で４番目に少ない水準である。

財政状況は、経常収支比率を始め、財政力指数、実質公債費比率、将来負担比率などの財政指標は着実に回

復してきている。

また、市税の徴収率は、全国・福岡県平均より高い水準にあり、都市圏内で２番目に高い。

しかし、自主財源確保のための指標である生産年齢人口割合は減少し続け、全国・福岡県平均を下回り、福

岡都市圏で５番目に低い。また、扶助費の指標である介護給付費（第１号被保険者一人当たり）は、全国平均

を上回り、福岡都市圏で３番目に多い状況である。
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【基本目標７　-　地域資源を生かした産業創出のまちづくり　-　】

特徴的項目

No 項目 全国 福岡県 糸島市

64 認定農業者の割合（販売農家に占める割合） 17.9% 17.3% 24.2%

65 農業産出額（農業就業人口一人当たり） 3,989円 3,810円 5,459円

68 製造品出荷額等（従業者一人当たり） 41,217千円 40,186千円 17,770千円

69 年間商品販売額（従業者一人当たり） 54,271千円 52,330千円 23,097千円

70 事業所数（生産年齢人口千人当たり） 73.1事業所 72.0事業所 53.2事業所

71 従業者数（生産年齢人口千人当たり） 794人 770人 440人

72 法人市民税徴収額（人口一人当たり） 19,240円 15,671円 4,332円

73 市内で就業している人の割合 - 50.1% 51.3%

74 市内総生産額（就業者一人当たり） - 7,765千円 6,556千円

75 市民所得（人口一人当たり） - 2,831千円 2,552千円

76 観光入込客数 - 109,824千人 5,801千人 17市町中　4番目に多い

17市町中　３番目に少ない

17市町中　５番目に少ない

17市町中　２番目に少ない

17市町中　５番目に少ない

17市町中　最も少ない

17市町中　２番目に高い

17市町中　４番目に少ない

17市町中　最も高い

17市町中　２番目に少ない

17市町中　最も高い

都市圏位置づけ

認定農業者の割合（販売農家に占める割合）は、全国・福岡県平均を上回り、福岡都市圏で最も高い。また、

農業産出額（農業就業人口一人当たり）も、全国・福岡県平均を大きく上回り、福岡都市圏で最も多い状況で

ある。

観光入込客数は、福岡都市圏で４番目に多い。

本市の基盤産業である農業分野と観光分野の堅調な状況の一方、商工業の状況をみると、工業の指標である

製造品出荷額等（従業者一人当たり）と、商業の指標である年間商品販売額（従業者一人当たり）は、ともに

全国・福岡県平均を大きく下回り、福岡都市圏でも低い水準で推移している。

市内で就業している人の割合は、福岡都市圏で２番目に高いものの、最も高い福岡市の82.3％と31.0ポイン

トも下回っている。事業所数（生産年齢人口千人当たり）及び従業者数（生産）年齢人口千人当たり）も、全

国・福岡県平均より少なく、福岡都市圏の市町と比べたときの水準も低い。

これらのことから、法人市民税徴収額（人口一人当たり）や、市内総生産額（就業者一人当たり）、市民所

得（人口一人当たり）の水準の低さに特徴がある。
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糸島市統計白書　ベンチマーク項目一覧

1 人口増加率 0.01% 0.18% -0.86% H27

2 自然増加率 -0.18% -0.09% -0.18% H27（全国はH26）

3 社会増加率 - 0.10% 0.23% H27

4 昼夜間人口比率 - 100.1% 80.4% H22

5 年少人口割合 12.6% 13.4% 13.6% H27

6 生産年齢人口割合 60.7% 60.7% 59.4% H27

7 老年人口割合 26.6% 25.9% 26.9% H27

8 従属人口指数 0.65 0.65 0.68 H27

9 ３世代世帯割合 5.7% 4.5% 9.6% H27

10 粗出生数（人口千人当たり） 8.03人 9.03人 7.60人 H27(全国はH26)

11 合計特殊出生率 1.41 1.43 1.37 Ｈ20-24

12 粗死亡数（人口千人当たり） 10.01人 9.92人 9.45人 H27(全国はH26)

13 労働力比率 57.8% 56.4% 59.0% H22

14 核家族世帯割合 55.8% 54.5% 64.6% H27

15 単独世帯割合 34.5% 37.4% 21.2% H27

16 65歳以上世帯員のいる世帯割合 40.7% 38.6% 47.3% H27

17 高齢夫婦のみの世帯割合 11.4% 10.7% 13.0% H27

18 高齢単身世帯割合 11.1% 11.8% 8.8% H27

19 未婚率 26.6% 27.2% 24.9% H27

20 有配偶率 57.1% 54.8% 59.7% H27

基本目標１ 21
特定健診受診率
（市町村国民健康保険に係る受診率）

35.3% 31.5% 38.8% Ｈ27（全国はH26）

22
生活習慣病による死亡者数
（人口10万人当たり）

549.6人 506.6人 505.8人 H27

23 メタボリックシンドロームの該当者割合 16.6% 16.1% 16.7% Ｈ27（全国はＨ26）

79.6歳 79.3歳 79.2歳 H22、男性

86.4歳 86.5歳 87.4歳 H22、女性

25 身体障害者手帳所持者数（人口千人当たり） 40.9人 44.2人 44.1人 H27

26 生活保護費（人口一人当たり） 28,504円 44,710円 17,316円 H26（全国はH25）

27
国民健康保険医療費
（被保険者一人当たり）

333,461円 357316円 350,749円 H26

28
後期高齢者医療費
（被保険者一人当たり）

949,075円 1,195,669円 1,210,318円 Ｈ27

29
介護給付費
（第１号被保険者一人当たり）

253,740円 288,108円 266,016円 H26

30 要介護認定率 17.9% 19.3% 15.1% H26

基本目標２ 31 幼稚園利用率 66.7% 74.1% 58.7% H28

32 保育所利用率 97.6% 104.3% 110.5% H27

33 小学校児童数（教員一人当たり） 15.5人 16.7人 15.7人 H28

34 中学校生徒数（教員一人当たり） 13.5人 14.3人 13.8人 H28

35 0歳～2歳の子を持つ夫婦のいる一般世帯のうち妻の就業割合 35.3% 35.4% 40.0% H22

36 3歳～6歳の子を持つ夫婦のいる一般世帯のうち妻の就業割合 51.7% 53.2% 60.1% H22

みんなが健康で元
気なまちづくり

データ時点糸島市 都市圏位置づけ区分 No 項目 全国 福岡県

9市2郡中　３番目に少ない

17市町中　６番目に長い

17市町中　２番目に多い

17市町中　８番目に多い

17市町中　９番目（中央）

17市町中　３番目に少ない

12市町等中　３番目に多い

17市町中　２番目に低い

17市町中　２番目に高い

17市町中　２番目に少ない

12市町等中　６番目に低い

17市町中　９番目（中央）

17市町中　５番目に低い

17市町中　３番目に高い

17市町中　８番目に低い

17市町中　２番目に多い

17市町中　14番目に長い

17市町中　３番目に高い

17市町中　２番目に少ない

17市町中　２番目に多い

17市町中　２番目に高い

17市町中　３番目に低い

17市町中　８番目に高い

17市町中　８番目に低い

17市町中　４番目に低い

17市町中　２番目に高い

17市町中　５番目に高い

24 平均寿命

17市町中　3番目に低い

17市町中　最も低い

17市町中　８番目に高い

17市町中　２番目に低い

17市町中　３番目に低い

17市町中　５番目に低い

17市町中　３番目に高い

人口・世帯に関する
項目

17市町中　最も高い

17市町中　最も高い

子どもが健やかに育
つまちづくり

17市町中　５番目に高い
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糸島市統計白書　ベンチマーク項目一覧

データ時点糸島市 都市圏位置づけ区分 No 項目 全国 福岡県

基本目標３ 37 林野面積割合（総面積当たり） 66.5% 44.6% 45.6% H27

38 河川の水質状況（BOD 75%値）（※数値が低い方が良い） - 1.7mg/l 1.6mg/l - ／ - H27

39 生活系ごみ搬入量（人口一人当たり） 224.2kg 215.2kg 232.0kg H26

40 ごみのリサイクル率 20.6% 21.1% 26.0% Ｈ26

基本目標４ 41 可住地面積割合（総面積当たり） 32.3% 55.8% 54.4% H26

42 道路実延長（総面積１km
2
当たり） 3.24km 7.49km 5.18km H25

43 道路舗装率（市町村道） 78.1% 85.2% 84.2% H25

44 都市計画道路整備率 74.1% 73.6% 66.0% H27

45
都市公園等面積
（都市計画区域人口一人当たり）

10.20㎡ 9.42㎡ 5.00㎡ H26

46 水道普及率 97.8% 93.8% 77.6% H26

47 汚水処理人口普及率 89.9% 90.5% 86.7% H26

48 建物火災出火件数（人口10万人当たり） 18.6件 17.2件 21.6件 H26

49 交通事故発生件数（人口10万人当たり） 422件 779件 643件 H27

50 救急車の現場到着平均所要時間 8.6分 8.0分 7.7分 H26

51 刑法犯認知件数（人口千人当たり） 7.9件 9.1件 6.4件 H28

基本目標５ 52 審議会等における女性委員の登用率 26.0% 30.6% 31.8% H27

53 NPO法人認証数（人口10万人当たり） 40.6団体 35.2団体 31.0団体 H28

54 蔵書数（人口一人当たり） 3.39冊 2.70冊 2.67冊 H27（全国はH26）

55 市民一人当たりの図書貸出し冊数 5.4冊 4.8冊 4.9冊 H27（全国はH26）

56 持ち家率 62.3% 53.8% 76.7% H27

57 空き家率 13.5% 12.7% 9.4% Ｈ25

基本目標６ 58 財政力指数（※数値が高い方が良い） 0.50 0.51 0.53 Ｈ27

59 経常収支比率（※数値が低い方が良い） 90.0% 92.0% 84.4% Ｈ27

60 実質公債費比率（※数値が低い方が良い） 7.4% 9.5% 9.1% Ｈ27

61 市民一人当たり地方債残高 444千円 630千円 306千円 H２7

62 将来負担比率（※数値が低い方が良い） 38.9% 84.7% 30.2% H27

63 市町村税の徴収率 98.9% 99.1% 99.5% H27（全国はH26）

基本目標７ 64
認定農業者の割合
（販売農家に占める割合）

17.9% 17.3% 24.2% H27

65 農業産出額（農業就業人口一人当たり） 3,989円 3,810円 5,459円 H26

66 漁獲販売金額（１経営体当たり） 1,481万円 1,296万円 882万円 H25

67 海面漁業水揚げ量（１経営体当たり） 50,059kg 34,027kg 11,770kg H25

68 製造品出荷額等（従業者一人当たり） 41,217千円 40,186千円 17,770千円 H26

69 年間商品販売額（従業者一人当たり） 54,271千円 52,330千円 23,097千円 H24

70 事業所数（生産年齢人口千人当たり） 73.1事業所 72.0事業所 53.2事業所 H26

71 従業者数（生産年齢人口千人当たり） 794人 770人 440人 H26

72 法人市民税徴収額（人口一人当たり） 19,240円 15,671円 4,332円 H26

73 市内で就業している人の割合 - 50.1% 51.3% H22

74 市内総生産額（就業者一人当たり） - 7,765千円 6,556千円 H25

75 市民所得（人口一人当たり） - 2,831千円 2,552千円 H25

76 観光入込客数 - 109,824千人 5,801千人 H26

５市町中　３番目に高い

17市町中　最も多い

７管轄地域中　３番目に短い

17市町中　最も少ない

17市町中　５番目に少ない

17市町中　２番目に少ない

17市町中　３番目に少ない

17市町中　６番目に高い

17市町中　２番目に高い

17市町中　６番目に多い

17市町中　２番目に低い

17市町中　最も低い

17市町中　５番目に高い

17市町中　最も低い

16市町中　８番目に高い

17市町中　４番目に少ない

17市町中　６番目に低い

17市町中　２番目に高い

17市町中　７番目に少ない

17市町中　７番目に少ない

17市町中　９番目（中央）

17市町中　４番目に多い

17市町中　５番目に少ない

17市町中　4番目に多い

５市町中　３番目（中央）

17市町中　最も高い

17市町中　４番目に少ない

17市町中　２番目に少ない

17市町中　４番目に多い

17市町中　４番目に少ない

17市町中　最も多い

17市町中　最も低い

17市町中　３番目に短い

17市町中　６番目に低い

17市町中　６番目に高い

17市町中　７番目に高い

17市町中　６番目に少ない

17市町中　５番目に低い

17市町中　２番目に高い

みんなの力で進める
協働のまちづくり

快適に暮らすことが
できる安全・安心の
まちづくり

地域資源を生かした
産業創出のまちづく
り

経営感覚を持った持
続可能なまちづくり

海、山、川をたいせ
つにしたまちづくり
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラフ）
から見る市の動向

【人口・世帯に関する項目】

0.31 

0.13 0.16 

0.07 

-0.01 

0.10 
0.10 0.04 

-0.04 

0.02 
-0.20 

-0.22 
-0.17 

-0.17 
0.010.26 

0.28 
0.17 

0.16 

-0.19 

0.12 
0.06 0.03 

0.12 0.10 

0.16 0.10 0.11 0.04 0.18

1.01 0.91 0.76 
0.49 

-0.11 

0.23 0.38 
0.12 0.21 

-0.47 -0.38 -0.23 -0.10 
-0.43 -0.86-1.00

-0.50

0.00

0.50

1.00

1.50

H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

（％） 全国、福岡県、糸島市の推移

全国

福岡県

糸島市

「人口増加率」とは、ある期間の始めの時点の人口総数に対する、期間中

の人口増加数（自然増減＋社会増減）の割合で、人口の変化量を総合的に表

す指標として用いられる。

人口増加率＝期間中の人口増加数÷期間の始めの人口総数

【人口増加数：－838人、期間の始めの人口総数：97,313人】
（平成26年10月～平成27年9月・糸島市）

※平成17年、平成22年、平成27年の数値については、国勢調査人口。

資料：総務省統計局「人口推計」

福岡県調査統計課「福岡県の人口と世帯年報」

平成27年の糸島市の人口増加率は、-0.86％。平成13年以降でみると減少

傾向にあり、平成22年以降はマイナス値が続いている。

また、全国の0.01％と比べ0.87ポイント、福岡県の0.18％と比べ1.04ポ

イント低い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち３番目に低い。

※福岡都市圏全域の人口増加率は0.97％

※福岡都市圏9市8町の人口増加率の単純平均は0.65％

（１）人口増加率 -０．８6％

4.54 

2.68 
1.65 1.27 1.21 1.06 0.83 0.45 0.37 0.25 0.19 

-0.18 -0.27 -0.30 
-0.86 -0.91 -0.92 -2.00
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像
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町

（％）
福岡都市圏（９市８町）の比較【平成２７年】

都市圏全域0.97
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラフ）
から見る市の動向

【人口・世帯に関する項目】

0.17 

0.08 

0.00 

-0.03 

-0.08 
-0.18 

0.18 

0.09 
0.05 0.04 

0.00 

-0.08 -0.09 
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（％） 全国、福岡県、糸島市の推移

全国

福岡県

糸島市

0.87 0.77 
0.51 

0.34 0.30 0.26 0.25 0.23 0.16 0.07 0.06 0.05 0.01 
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糸
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（％） 福岡都市圏（９市８町）の比較【平成２６年１０月～２７年９月】

都市圏全域0.22

「自然増加率」とは、ある期間の始めの時点の人口総数に対する、期間

中の自然増加数（出生数－死亡数）の割合で、人口の増減を、出生及び死

亡による自然増減の観点からみる指標として用いられる。

自然増加率＝期間中の自然増加数÷期間の始めの人口総数

【自然増加数：－180人（出生者数：740人、死亡者数：920人）、

期間の始めの人口総数：97,313人】（平成26年10月～平成27年9月

・糸島市）

※平成27年の全国の数値は未公表

資料：総務省統計局「人口推計」

福岡県調査統計課「福岡県の人口と世帯年報」

平成27年の糸島市の自然増加率は、-0.18％。平成13年以降でみると、平

成19年まではプラスで推移していたが、平成20年以降はマイナスに転じてい

る。

また、福岡県の-0.09％と比べ0.09ポイント低い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち最も低い。

※福岡都市圏全域の自然増加率は0.22％

※福岡都市圏9市8町の自然増加率の単純平均は0.20％

（２）自然増加率 －０．18％
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラフ）
から見る市の動向

【人口・世帯に関する項目】

0.08 0.04 0.01 -0.01 
0.09 

0.10 

0.11 0.10 

0.83 

0.26 0.34 
0.16 0.23 

-0.05 -0.18 
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-0.50
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（％） 福岡県、糸島市の推移
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（％）
福岡都市圏（９市８町）の比較【平成２６年１０月～２７年９月】

都市圏全域0.49

「社会増加率」とは、ある期間の始めの時点の人口総数に対する、期間

中の社会増加数（転入者数－転出者数）の割合で、人口の増減を、転入及

び転出による社会増減の観点からみる指標として用いられる。

なお、ここでは市町村（都道府県）間の転出入による社会増減を指標と

するため、全国については記載しない。

社会増加率＝期間中の社会増加数÷期間の始めの人口総数

【社会増加数：227人（転入者：4,010人、転出者：3,783人）、

期間の始めの人口総数：97,313人】（平成26年10月～平成27年9月・

糸島市）

資料：福岡県調査統計課「福岡県の人口と世帯年報」

平成27年の糸島市の社会増加率は、0.23％。平成13年以降でみると減少

傾向にあり、平成26年には-0.18％であったが、平成27年でプラスに転じ

た。

また、福岡県の0.10％と比べ0.13ポイント高い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち８番目に高い。

※福岡都市圏全域の社会増加率は0.49％

※福岡都市圏9市8町の社会増加率の単純平均は0.46％

（３）社会増加率 ０．２３％
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラフ）
から見る市の動向

【人口・世帯に関する項目】

100.5 100.4 100.4 100.3 100.2 100.1 100.1

84.8 83.4 80.5 77.9 78.0 79.1
80.4
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（％） 福岡県、糸島市の推移
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（％） 福岡都市圏（９市８町）の比較【平成２２年】

都市圏全域101.6

「昼夜間人口比率」とは、夜間人口（常住人口）に対する昼間人口の割

合で、一般に都心部では値が大きく、郊外（ベッドタウン）では小さい。

昼間人口：常住人口－市外への通勤・通学者＋市外からの通勤・通学者

夜間人口：市内に住んでいる人口（＝常住人口）

昼夜間人口比率＝昼間人口÷夜間人口

【昼間人口：79,125人、夜間人口：98,435人（平成22年・糸島市）】

資料：総務省統計局「国勢調査報告」

平成22年の糸島市の昼夜間人口比率は、80.4％。昭和55年以降でみる

と、平成７年までは一貫して減少していたが、平成12年には増加に転じ

ている。なお、昭和55年からの30年間で4.4ポイント減少している。

また、福岡県の100.1％と比べ19.7ポイント低い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち２番目に低い。

※福岡都市圏全域の昼夜間人口比率は101.6％

※福岡都市圏9市8町の昼夜間人口比率の単純平均は90.6％

（４）昼夜間人口比率 ８０．４％
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラフ）
から見る市の動向

【人口・世帯に関する項目】
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（％） 福岡都市圏（９市８町）の比較【平成２７年】

「年少人口割合」とは、人口総数に占める年少人口（15歳未満）の割合

で、少子化の傾向をみる指標の一つとして用いられる。

年少人口割合＝年少人口÷総人口

【年少人口：13,109人、人口総数：96,110人（平成27年・糸島市）】

※年齢不詳は含まない。

資料：総務省統計局「国勢調査報告」

平成27年の糸島市の年少人口割合は、13.6％。昭和60年以降でみると、

一貫して減少しており、昭和55年からの35年間で9.9ポイント減少してい

る。

また、全国の12.6％と比べ1.0ポイント、福岡県の13.4％と比べ0.2ポイ

ント高い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち３番目に低い。

※福岡都市圏全域の年少人口割合は14.1％

※福岡都市圏9市8町の年少人口割合の単純平均は15.7％

（５）年少人口割合 １３．６％

都市圏全域14.1
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラフ）か
ら見る市の動向

【人口・世帯に関する項目】

67.4 

68.2 
69.7 69.5 68.1 

66.1 

63.8 
60.7 

67.5 

67.6 68.6 68.7 
67.8 66.2 

64.1 

60.7 
65.6 64.6 65.7 66.4 66.4 65.8 

63.7 

59.4 58.0

63.0

68.0

S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22 H27

（％） 全国、福岡県、糸島市の推移

全国

福岡県

糸島市

66.0 64.3 64.2 63.7 62.9 62.4 62.3 62.1 61.3 61.1 61.0 59.8 59.4 59.4 57.8 56.9 56.3 

50.0

60.0

70.0

福
岡
市

粕
屋
町

春
日
市

大
野
城
市

新
宮
町

筑
紫
野
市

那
珂
川
町

宇
美
町

古
賀
市

篠
栗
町

志
免
町

宗
像
市

糸
島
市

太
宰
府
市

須
恵
町

福
津
市

久
山
町

（％） 福岡都市圏（９市８町）の比較【平成２７年】

都市圏全域64.2

「生産年齢人口割合」とは、人口総数に占める生産年齢人口（15歳以

上65歳未満）の割合。労働力や消費の中核をなす年齢層であるため、経

済指標などにも用いられる。

生産年齢人口割合＝生産年齢人口÷総人口

【生産年齢人口：57,101人、人口総数：96,110人（平成27年・糸島市）】

※年齢不詳は含まない。

資料：総務省統計局「国勢調査報告」

平成27年の糸島市の生産年齢人口割合は、59.4％。昭和60年以降は増

加傾向にあったが、平成17年で減少に転じ、昭和55年からの35年間で

6.2ポイント減少している。

また、全国、福岡県の60.7％と比べ1.3ポイント低い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち５番目に低い。

※福岡都市圏全域の生産年齢人口割合は64.2％

※福岡都市圏9市8町の生産年齢人口割合の単純平均は61.2％

（６）生産年齢人口割合 ５９．４％
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラフ）
から見る市の動向

【人口・世帯に関する項目】

9.1 10.3 12.1 

14.6 
17.4 

20.2 

23.0 26.6 

10.9 11.3 
13.2 

14.5 
16.5 18.9 

21.9 

26.9 

9.4 10.6 12.5 

14.8 
17.4 19.9 

22.3 25.9 

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22 H27

（％） 全国、福岡県、糸島市の推移

全国

福岡県

糸島市

28.8 27.8 26.9 26.6 26.0 25.9 24.4 23.3 23.0 22.8 22.0 20.7 20.4 20.3 19.7 
16.9 16.4 

10.0

15.0
20.0
25.0
30.0

福
津
市

久
山
町

糸
島
市

宗
像
市

須
恵
町

太
宰
府
市

古
賀
市

宇
美
町

篠
栗
町

筑
紫
野
市

志
免
町

福
岡
市

大
野
城
市

那
珂
川
町

春
日
市

粕
屋
町

新
宮
町

（％） 福岡都市圏（９市８町）の比較【平成２７年】

「老年人口割合」とは、人口総数に占める老年人口（65歳以上）の割

合で、人口の高齢化の程度を知る指標の一つとして用いられる。

老年人口割合＝老年人口÷総人口

【老年人口：25,900人、人口総数：96,110人（平成27年・糸島市）】

※年齢不詳は含まない。

資料：総務省統計局「国勢調査報告」

平成27年の糸島市の老年人口割合は、26.9％。昭和55年以降でみると、

一貫して増加しており、35年間で16.0ポイント増加している。

また、全国の26.6％と比べ0.3ポイント、福岡県の25.9％と比べ1.0ポイ

ント高い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち３番目に高い。

※福岡都市圏全域の高齢人口割合は21.7％

※福岡都市圏9市8町の高齢人口割合の単純平均は23.1％

（７）老年人口割合 ２６．９％

都市圏全域21.7
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【人口・世帯に関する項目】

指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラフ）
から見る市の動向

0.47 
0.51 

0.57 

0.65 

0.48 0.51 
0.56 

0.65 

0.51 0.52 

0.57 

0.68 

0.45

0.55

0.65

H12 H17 H22 H27

福岡県、糸島市の推移

全国

福岡県

糸島市

0.78 0.76 0.73 
0.68 0.68 0.67 0.64 0.64 0.63 0.61 0.60 0.60 0.59 0.57 0.56 0.55 0.51 

0.40

0.50
0.60
0.70
0.80

久
山
町

福
津
市

須
恵
町

太
宰
府
市

糸
島
市

宗
像
市

志
免
町

篠
栗
町

古
賀
市

宇
美
町

那
珂
川
町

筑
紫
野
市

新
宮
町

大
野
城
市

春
日
市

粕
屋
町

福
岡
市

福岡都市圏（９市８町）の比較【平成２７年】

都市圏全域0.56

「従属人口指数」とは、働き手である生産年齢人口が、年少者と高齢者を

どの程度支えているかを示すものである。

従属人口指数＝（年少人口＋老年人口）÷生産年齢人口

【年少人口13,109人、老年人口25,900人、生産年齢人口57,101人

（平成27年・糸島市）】

※平成12年及び17年は、１市２町の合算値。

資料：総務省統計局「国勢調査報告」

平成27年の糸島市の従属人口指数は、0.68。平成12年以降でみると、一

貫して増加しており、15年間で0.17ポイント増加している。

また、全国、福岡県の0.65と比べ0.03高い。

また、福岡都市圏内では、全17市町のうち５番目に高い。

※福岡都市圏全域の従属人口指数は0.56

※福岡都市圏9市8町の従属人口指数の単純平均は0.64

（8）従属人口指数 ０．６８
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラフ）
から見る市の動向

【人口・世帯に関する項目】

10.1 
8.6 

7.1 
5.7 8.2 

7.2 
5.8 4.5 

17.9 
14.8 

12.1
9.6

4.0
6.0
8.0

10.0
12.0
14.0
16.0
18.0
20.0

H12 H17 H22 H27

（％）
全国、福岡県、糸島市の推移

全国

福岡県

糸島市

11.3 
9.6 

7.8 7.6 
5.8 5.6 5.3 5.2 4.8 4.8 4.5 4.4 4.4 3.9 3.6 3.5 

2.0 
1.0
3.0
5.0
7.0
9.0

11.0
13.0

久
山
町

糸
島
市

宇
美
町

須
恵
町

古
賀
市

篠
栗
町

福
津
市

那
珂
川
町

宗
像
市

志
免
町

粕
屋
町

新
宮
町

筑
紫
野
市

太
宰
府
市

大
野
城
市

春
日
市

福
岡
市

（％）
福岡都市圏（９市８町）の比較【平成２７年】

「３世代世帯割合」とは、世帯総数（一般世帯）に占める３世代世帯数

の割合で、世帯構造の変化をみる指標として用いられる。

３世代世帯：世帯主との続き柄が、祖父母、世帯主の父母（又は世帯主の配偶者の父母）、

世帯主（又は世帯主の配偶者）、子（又は子の配偶者）及び孫の直系世代のうち、三つ以上

の世代が同居していることが判定可能な世帯をいい、それ以外の世帯員がいるか否かは問わ

ない。4世代以上が住んでいる場合も含む。

３世代世帯割合＝３世代世帯数÷世帯総数

【３世代世帯数：3,332世帯、世帯総数：34,685世帯

（平成27年・糸島市）】

資料：総務省統計局「国勢調査報告」

平成27年の糸島市の３世代世帯割合は、9.6％。平成12年以降でみる

と、一貫して減少しており、15年間で8.3ポイント減少している。

また、全国の5.7％と比べ3.9ポイント、福岡県の4.5％と比べ5.1ポイン

ト高い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち２番目に高い。

※福岡都市圏全域の３世代世帯割合は3.0％

※福岡都市圏9市8町の３世代世帯割合の単純平均は5.5％

（9）３世代世帯割合 ９．６％

都市圏全域3.0

- 18 -



指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

【人口・世帯に関する項目】

「粗出生数」とは、ある期間の始めの時点の人口総数に対する、期間中

の出生者数で、各期間の出生者数の推移から、出生による人口増加（自然

増）の傾向をみる指標として用いられる。

なお、全国と福岡県では調査時期が異なる（全国：１月～12月、福岡

県：10月～９月）ため、全国の数値は参考として記載する。

粗出生数（人口千人当たり）＝出生者数÷期間の始めの人口総数×1,000

【出生者数：723人、人口総数：98,061人

（平成23年10月～平成24年９月・糸島市）】

※平成24年度の全国値は未定のため算定できない。

資料：福岡県調査統計課「人口移動調査」、「人口推計」（年報）

資料：厚生労働省大臣官房統計情報部「人口動態統計」（参考）

（８）粗出生数 ７．３７人（人口千人当たり）

指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラフ）
から見る市の動向

【人口・世帯に関する項目】

9.34 9.24 

8.93 8.82 

8.50 

8.54 
8.61 8.65 8.49 8.46 8.38 8.19 8.20 8.03 

9.42 9.38 
9.10 8.96 

8.74 

8.86 9.16 
9.38 

9.17 9.24 9.28 9.02 9.07 8.99 9.03 

9.26 9.01 8.53 8.61 
8.44 8.22 8.34 8.43 8.25 8.09 

7.23 7.37 7.32 
6.99 

7.60 

6.50

7.50

8.50

9.50

H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

（人）
全国、福岡県、糸島市の推移

全国

福岡県

糸島市

15.39 14.48 
11.74 11.33 10.94 10.80 9.94 9.90 9.58 9.14 9.04 9.01 8.91 8.50 8.28 

7.60 7.47 

5.00

10.00

15.00

20.00

粕
屋
町

新
宮
町

大
野
城
市

篠
栗
町

那
珂
川
町

志
免
町

福
岡
市

太
宰
府
市

須
恵
町

福
津
市

春
日
市

宗
像
市

筑
紫
野
市

古
賀
市

宇
美
町

糸
島
市

久
山
町

（人） 福岡都市圏（９市８町）の比較【平成２６年１０月～２７年９月】

「粗出生数」とは、ある期間の始めの時点の人口総数に対する、期間中

の出生者数で、各期間の出生者数の推移から、出生による人口増加（自然

増）の傾向をみる指標として用いられる。

粗出生数（人口千人当たり）＝出生者数÷期間の始めの人口総数×1,000

【出生者数：740人、期間の始めの人口総数97,313人

（平成26年10月～平成27年９月・糸島市）】

※平成27年の全国の数値は未公表

資料：総務省統計局「人口推計」

福岡県調査統計課「福岡県の人口と世帯年報」

平成27年の糸島市の粗出生数（人口千人当たり）は、7.60人。平成13年以

降でみると減少傾向にあり、平成15年には９人を、平成23年には８人を、平

成26年には７人を割り込んだが、平成27年で７人台に回復した。

なお、平成13年からの14年間で1.66人減少している。

また、福岡県の9.03人と比べ1.43人少ない。

福岡都市圏内では、全17市町のうち２番目に少ない。

※福岡都市圏全域の粗出生数（人口千人当たり）は9.91人

※福岡都市圏9市8町の粗出生数（人口千人当たり）の単純平均は10.12人

（10）粗出生数 7．６０人（人口千人当たり）

都市圏全域9.91
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラフ）
から見る市の動向

【人口・世帯に関する項目】

1.69 

1.50 
1.39 1.32 

1.34 
1.41 

1.73 

1.54 
1.45 

1.35 

1.31 

1.43 

1.85 
1.60 1.54 1.45 

1.34 

1.37 1.20

1.40

1.60

1.80

2.00

Ｓ58-62 Ｓ63-Ｈ4 Ｈ5-9 Ｈ10-14 Ｈ15-19 Ｈ20-24

全国、福岡県、糸島市の推移

全国

福岡県

糸島市

2.03 
1.80 1.79 1.77 1.71 1.63 1.59 1.52 1.51 1.46 1.45 1.43 1.40 1.37 1.37 

1.32 1.24 

1.00

1.50

2.00

2.50

粕
屋
町

新
宮
町

篠
栗
町

志
免
町

那
珂
川
町

須
恵
町

大
野
城
市

古
賀
市

太
宰
府
市

筑
紫
野
市

宇
美
町

春
日
市

福
津
市

宗
像
市

糸
島
市

久
山
町

福
岡
市

福岡都市圏（９市８町）の比較【平成２０～２４年度】

単純平均 1.55

「合計特殊出生率」とは、地域ごとに15歳から49歳までの女性の年齢階

級別出生率を合計したもので、１人の女性がその年齢別出生率で一生の間に

生むとしたときの子ども数に相当する。

人口減少対策、子育て支援サービスなどの厚生労働行政に係る指標として

用いられる。

平成20年１月１日～平成24年12月31日の母の年齢階級別出生数

合計特殊出生率＝ ×5

平成22年10月１日現在の年齢階級別女性人口×５

【（平成20年～平成24年・糸島市）】

資料：厚生労働省「人口動態統計特殊報告」

総務省統計局「国勢調査報告」

資料

平成20年～平成24年の糸島市の合計特殊出生率は、1.37。昭和58年～昭

和62年以降でみると、平成15年～19年まで一貫して減少していたが、平成

20年～平成24年で増加に転じた。昭和58年～昭和62年と比べて0.48減少し

ている。

また、全国の1.41と比べ0.04、福岡県の1.43と比べ0.06低い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち３番目に低い。

※福岡都市圏9市8町の合計特殊出生率の単純平均は1.55

（11）合計特殊出生率 １．３７
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラフ）
から見る市の動向

【人口・世帯に関する項目】

7.61 

8.44 8.92 

9.78 

7.66 

8.48 8.97 

9.57 

9.92 

7.46 8.02 
8.82 9.39 

9.45 

6.00
7.00
8.00
9.00

10.00
11.00

H13 H17 H20 H23 H27

（人）
全国、福岡県、糸島市の推移

全国

福岡県

糸島市

10.02
9.45 8.99 8.91 8.90 8.65 8.44 8.30 8.29 8.15 7.81 7.57 7.40 6.81

6.76 6.70 6.61

5.00

7.00

9.00

11.00

福
津
市

糸
島
市

須
恵
町

久
山
町

宗
像
市

宇
美
町

筑
紫
野
市

篠
栗
町

太
宰
府
市

志
免
町

古
賀
市

那
珂
川
町

福
岡
市

新
宮
町

春
日
市

粕
屋
町

大
野
城
市

（人） 福岡都市圏（９市８町）の比較【平成２６年１０月～２７年９月】

「粗死亡数」とは、ある期間の始めの時点の人口総数に対する期間中の

死亡者数で、各期間の死亡者数の推移から、死亡による人口減少（自然

減）の傾向をみる指標として用いられる。

粗死亡数（人口千人当たり）＝死亡者数÷期間の始めの人口総数×1,000

【死亡者数：920人、期間の始めの人口総数：97,313人

（平成26年10月～平成27年９月・糸島市）】

※平成27年の全国の数値は未公表

資料：総務省統計局「人口推計」

福岡県調査統計課「福岡県の人口と世帯年報」

平成27年の糸島市の粗死亡数（人口千人当たり）は、9.45人。平成13年以

降でみると、一貫して増加しており、平成17年には８人を、平成23年には９

人を超えている。なお、平成13年からの14年間で1.99人増加している。

また、福岡県の9.92人と比べ0.47人多い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち２番目に多い。

※福岡都市圏全域の粗死亡数は7.51人

※福岡都市圏9市8町の粗死亡数の単純平均は8.10人

（12）粗死亡数 ９．４５人（人口千人当たり）

都市圏全域7.51
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【人口・世帯に関する項目】

指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラフ）
から見る市の動向

62.2 61.5 61.0 60.2 60.1 59.8 59.4 59.0 58.9 58.8 58.6 57.8 57.8 57.2 
54.6 54.3 53.6 
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島
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山
町
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野
市
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岡
市
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宰
府
市

宗
像
市

福
津
市

（％） 福岡都市圏（９市８町）の比較【平成２２年】

都市圏全域57.6

「労働力比率」とは、15歳以上の人口のうち、就業者（休業者を含む）

と完全失業者の合計が占める割合を指す。働く意思と能力を持つ人の割合を

示す指標として用いられる。

労働力比率＝労働力人口（就業者＋完全失業者）÷１５歳以上の人口

【労働力人口：49,623人、15歳以上の人口総数：84,090人

（平成22年・糸島市）】

※平成12年及び17年は、１市２町の合算値。

資料：総務省統計局「国勢調査報告」

平成22年の糸島市の労働力比率は、59.0％。平成12年以降でみると、一貫

して減少しており、10年間で2.3ポイント減少している。

また、全国の57.8％と比べ1.2ポイント、福岡県の56.4％と比べ2.6ポイン

ト高い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち８番目に高い。

※福岡都市圏全域の労働力比率は57.6％

※福岡都市圏9市8町の労働力比率の単純平均は58.5％

（13）労働力比率 ５９．０％

61.1 59.6 
57.8 

57.9 57.4 
56.4 

61.3 60.7 
59.0 

50.0

60.0

70.0

H12 H17 H22

（％）
福岡県、糸島市の推移

全国

福岡県

糸島市
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラフ）
から見る市の動向

【人口・世帯に関する項目】

60.0 59.6 58.7 

58.4 57.9 
56.3 55.8 

61.8 
60.7 

59.0 

57.9 57.2 
55.2 54.5 58.6 

60.4 
63.5 65.1 65.6 63.7 64.6 

50.0
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S60 H2 H7 H12 H17 H22 H27

（％）
全国、福岡県、糸島市の推移
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福岡県

糸島市

70.9 69.6 69.2 67.9 67.6 65.9 65.8 65.1 64.8 64.6 64.5 63.9 63.9 62.8 62.6 62.5 

45.7 

40.0

60.0
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川
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津
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野
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日
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賀
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島
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恵
町

太
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府
市
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町

宗
像
市

粕
屋
町

福
岡
市

（％） 福岡都市圏（９市８町）の比較【平成２７年】

「核家族世帯割合」とは、世帯総数（一般世帯）に占める核家族世帯の割

合で、核家族化の進展による社会構造の変化をみる指標として用いられる。

核家族世帯：①夫婦のみの世帯、②夫婦と子どもから成る世帯、

核家族世帯：③男親と子どもから成る世帯、④女親と子どもから成る世帯

核家族世帯割合＝核家族世帯数÷世帯総数

【核家族世帯数：22,394世帯、世帯総数：34,685世帯

（平成２７年・糸島市）】

資料：総務省統計局「国勢調査報告」

平成27年の糸島市の核家族世帯割合は、64.6％。昭和60年以降でみると

増加傾向にあり、平成22年で減少したものの、平成27年には再度増加に転

じている。なお、昭和60年からの30年間で6.0ポイント増加している。

また、全国の55.8％と比べ8.8ポイント、福岡県の54.5％と比べ10.1ポイ

ント高い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち８番目に低い。

※福岡都市圏全域の核家族世帯割合は52.2％

※福岡都市圏9市8町の核家族世帯割合の単純平均は64.6％

（14）核家族世帯割合 ６４．６％

都市圏全域52.2
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラフ）
から見る市の動向

【人口・世帯に関する項目】

20.8 
23.1 

25.6 
27.6 

29.5 
32.4 34.5 

21.4 
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（％） 全国、福岡県、糸島市の推移
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町
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川
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（％）
福岡都市圏（９市８町）の比較【平成２７年】

「単独世帯割合」とは、世帯総数（一般世帯）に占める単独世帯の割合

で、一人暮らしの増加による社会構造の変化をみる指標として用いられ

る。

単独世帯：世帯員が一人の世帯（一人暮らしの世帯）

単独世帯割合＝単独世帯数÷世帯総数

【単独世帯数：7,370世帯、世帯総数：34,685世帯

（平成27年・糸島市）】

資料：総務省統計局「国勢調査報告」

平成27年の糸島市の単独世帯割合は、21.2％。昭和60年以降でみると、

一貫して増加しており、30年間で12.8ポイント増加している。

また、全国の34.5％と比べ13.3ポイント、福岡県の37.4％と比べ16.2ポ

イント低い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち４番目に低い。

※福岡都市圏全域の単独世帯数割合は41.9％

※福岡都市圏9市8町の単独世帯数割合の単純平均は26.2％

（15）単独世帯割合 ２１．２％

都市圏全域41.9
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラフ）
から見る市の動向

24.4 
26.4 

29.1 
32.2 

35.1 
37.3 

40.7 

24.0 
26.1 

28.5 
31.1 33.6 35.2 
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（％） 全国、福岡県、糸島市の推移
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市
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（％） 福岡都市圏（９市８町）の比較【平成２７年】

「65歳以上世帯員のいる世帯割合（以下、高齢世帯員のいる世帯とい

う。）」とは、世帯総数（一般世帯）に占める高齢世帯員のいる世帯数の

割合で、高齢化の進展に伴う社会構造の変化をみる指標として用いられ

る。

高齢世帯員のいる世帯割合＝高齢世帯員のいる世帯数÷世帯総数

【高齢世帯員のいる世帯数：16,389世帯、世帯総数：34,685世帯

（平成27年・糸島市）】

資料：総務省統計局「国勢調査報告」

平成27年の糸島市の65歳以上世帯員のいる世帯割合は、47.3％。昭和60年

以降でみると、一貫して増加しており、30年間で15.3ポイント増加してい

る。

また、全国の40.7％と比べ6.6ポイント、福岡県の38.6％と比べ8.7ポイン

ト高い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち２番目に高い。

※福岡都市圏全域の65歳以上世帯員のいる世帯割合は31.1％

※福岡都市圏9市8町の65歳以上世帯員のいる世帯割合の単純平均は38.3％

（16）65歳以上世帯員のいる世帯割合 ４７．３％

都市圏全域31.1

【人口・世帯に関する項目】
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラフ）
から見る市の動向

【人口・世帯に関する項目】
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島
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（％） 福岡都市圏（９市８町）の比較【平成２７年】

「高齢夫婦のみの世帯割合」とは、世帯総数（一般世帯）に占める高齢

夫婦のみの世帯数の割合で、高齢化の進展に伴う社会構造の変化をみる指

標として用いられる。

高齢夫婦のみの世帯：夫65歳以上、妻60歳以上の夫婦1組のみの一般世帯

高齢夫婦世帯割合＝高齢夫婦世帯数÷世帯総数

【高齢夫婦世帯数：4,525世帯、世帯総数：34,685世帯

（平成27年・糸島市）】

資料：総務省統計局「国勢調査報告」

平成27年の糸島市の高齢夫婦のみの世帯割合は、13.0％。昭和60年以降

でみると、一貫して増加しており、30年間で9.8ポイント増加している。

また、全国の11.4％と比べ1.6ポイント、福岡県の10.7％と比べ2.3ポイ

ント高い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち５番目に高い。

※福岡都市圏全域の高齢夫婦のみの世帯割合は8.8％

※福岡都市圏9市8町の高齢夫婦のみの世帯割合の単純平均は11.4％

（17）高齢夫婦のみの世帯割合 １３．０％

都市圏全域8.8
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラフ）
から見る市の動向

【人口・世帯に関する項目】
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（％）
福岡都市圏（９市８町）の比較【平成２７年】

「高齢単身世帯割合」とは、世帯総数（一般世帯）に占める高齢単身世

帯数の割合で、高齢化の進展に伴う社会構造の変化をみる指標として用い

られる。

高齢単身世帯：65歳以上で、かつ、一人のみの一般世帯

高齢単身世帯割合＝高齢単身世帯数÷世帯総数

【高齢単身世帯数：3,052世帯、世帯総数：34,685世帯

（平成2７年・糸島市）】

資料：総務省統計局「国勢調査報告」

平成27年の糸島市の高齢単身世帯割合は、8.8％。昭和60年以降でみる

と、一貫して増加しており、30年間で6.6ポイント増加している。

また、全国の11.1％と比べ2.3ポイント、福岡県の11.8％と比べ3.0ポイ

ント低い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち９番目に低い。

※福岡都市圏全域の高齢単身世帯割合は10.0％

※福岡都市圏9市8町の高齢単身世帯割合の単純平均は9.0％

（18）高齢単身世帯割合 ８．８％

都市圏全域10.0
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラフ）
から見る市の動向

【人口・世帯に関する項目】
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（％） 福岡都市圏（９市８町）の比較【平成２７年】

「未婚率」とは、15歳以上の人口総数に占める未婚者数の割合で、婚

活支援や少子化問題などに係る指標として用いられる。

未婚：まだ結婚したことのない人（死別・離別は含まない。）

未婚：（年齢区分：15歳以上）

未婚：※届出の有無にかかわらず、実際の状態による。

未婚率＝未婚者数÷15歳以上の人口総数

【未婚者数：20,670人、15歳以上の人口総数：83,001人

（平成27年・糸島市）】

※配偶関係「不詳」は含まない。

資料：総務省統計局「国勢調査報告」

平成27年の糸島市の未婚率は、24.9％。昭和60年以降でみると、平成７

年までは一貫して増加していたが、その後はほぼ横ばいから、やや減少に

推移している。なお、昭和60年と比較すると、2.9ポイント増加してい

る。

また、全国の26.6％と比べ1.7ポイント、福岡県の27.2％と比べ2.3ポイ

ント低い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち５番目に低い。

※福岡都市圏全域の未婚率は28.8％

※福岡都市圏9市8町の未婚率の単純平均は25.7％

（19）未婚率 ２４．９％

都市圏全域28.8

- 28 -



指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラフ）
から見る市の動向

【人口・世帯に関する項目】

64.3 
62.1 

60.8 60.0 58.8 57.8 57.1 
62.1 

60.1 
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66.4 
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50.0
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S60 H2 H7 H12 H17 H22 H27

（％） 全国、福岡県、糸島市の推移

全国

福岡県

糸島市

64.7 
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島
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賀
市

篠
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須
恵
町

宇
美
町

福
岡
市

（％） 福岡都市圏（９市８町）の比較【平成２７年】

「有配偶率」とは、15歳以上の人口総数に占める有配偶者数の割合で、婚

活支援や少子化問題などに係る指標として用いられる。

有配偶者：届出の有無に関係なく，妻又は夫のある人（年齢区分：15歳以上）

未婚： ※届出の有無にかかわらず、実際の状態による。

※死別等は含まない。

有配偶率＝有配偶者数÷15歳以上の人口総数

【有配偶者数：49,514人、15歳以上の人口総数：83,001人

（平成27年・糸島市）】

資料：総務省統計局「国勢調査報告」

平成27年の糸島市の有配偶率は、59.7％。

全国の57.1％と比べ2.6ポイント、福岡県の54.8％と比べ4.9ポイント高

い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち８番目に低い。

※福岡都市圏全域の有配偶率は54.2％

※福岡都市圏9市8町の有配偶率の単純平均は59.6％

（20）有配偶率 ５９．７％

都市圏全域54.2

平成28年度追加
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラフ）
から見る市の動向

【基本目標１】みんなが健康で元気なまちづくり

30.9 31.4 32.0 32.7

33.7 34.2 35.3 36.3

23.7 25.4 26.5 27.8
29.8 29.8 31.2 31.5
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34.7 35.3
37.1 38.8
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（％） 全国、福岡県、糸島市の推移
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福岡県

糸島市
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（％） 福岡都市圏（９市８町）の比較【平成27年度】

「特定健診受診率」とは、特定健診対象者数に占める受診者数の割合

で、生活習慣病予防に係る指標として用いられる。

特定健診：平成20年４月から始まった生活習慣病予防のためのメタボリック

特定健診：シンドローム（内臓脂肪症候群）に関する健診で、40～74歳の医

特定健診：療保険加入者が対象。

特定健診受診率＝特定健診受診者数÷特定健診対象者数

【受診者数：7,266人、対象者数：18,732人（平成27年度・糸島市）】

※平成27年度の全国の数値は速報値

資料：厚生労働省保険局「特定健診・特定保健指導の実施状況」

福岡県健康増進課、糸島市健康づくり課

平成27年度の糸島市の特定健診受診率（市町村国保分）は、38.8％。平

成24年度以降大幅に増加し、平成20年度からの７年間で14.7ポイント増加

している。

また、福岡県の31.5％と比べ7.3ポイント高い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち３番目に高い。

※福岡都市圏全域の特定健診受診率は26.2％

※福岡都市圏9市8町の特定健診受診率の単純平均は33.7％

（21）特定健診受診率 ３８．８％
（市町村国民健康保険に係る受診率）

単純平均33.7
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラフ）
から見る市の動向

【基本目標１】みんなが健康で元気なまちづくり

467.3 
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470.4 

505.8 

400.0

450.0

500.0

550.0

600.0

H12 H17 H22 H27

（人）
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（人）
福岡都市圏（９市８町）の比較【平成２７年】

「生活習慣病による死亡者数」は、特定健診の受診率との関係性を測る

指標として、生活習慣病予防対策に用いられる。

ここでは、悪性新生物（がん）、糖尿病、高血圧性疾患、心疾患、脳血

管疾患による死亡者数の合算値により算出している。

死亡者数（人口10万人当たり）＝死亡者数÷人口総数×100,000

【死亡者数：488人、人口総数：96,475人

（平成27年１月～12月・糸島市）】

資料：厚生労働省大臣官房統計情報部「人口動態統計」

資料：総務省統計局「国勢調査報告」

平成27年の糸島市の生活習慣病による死亡者数（人口10万人当たり）

は、505.8人。平成12年以降でみると、一貫して増加しており、15年間で

70.2人増加している。また、全国の549.6人と比べ43.8人、福岡県の506.6

人と比べ0.8人少ない。

福岡都市圏内では、全17市町のうち２番目に多い。

※福岡都市圏全域の生活習慣病による死亡者数(人口10万人当たり)は

396.1人

※福岡都市圏9市8町の生活習慣病による死亡者数(人口10万人当たり)

の単純平均は423.2人

（22）生活習慣病による死亡者数 ５０５．８人
（人口10万人当たり）

都市圏全域396.1
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内臓脂肪症候群

指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラフ）
から見る市の動向

【基本目標１】みんなが健康で元気なまちづくり

16.0 16.1 16.2 16.2 
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11.5 
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（％） 福岡都市圏（９市８町）の比較【平成２７年度】

都市圏全体14.7

「メタボリックシンドロームの該当者割合」とは、特定健診受診者数（評価

対象者数）に対する内臓脂肪症候群該当者数の割合で、生活習慣病予防対策に

用いられる。

メタボリックシンドロームの該当者割合＝内臓脂肪症候群該当者数÷特定健診

受診者数 （評価対象者数）×100
【内臓脂肪症候群該当者数：1,216人、特定健診受診者数（評価対象者数）

：7,266人 （平 成27年度・糸島市）】

※平成27年度の全国の数値は未公表

資料：厚生労働省「特定健診・特定保健指導実施結果総括表」

福岡県健康増進課「福岡県市町村国保特定健康診査等の実施状況に関する

結果報告」

平成27年の糸島市のメタボリックシンドロームの該当者割合は、16.7％。

平成24年以降でみると、増減はあるものの、３年間で同数値となっている。

また、福岡県の16.1％と比べ0.6ポイント高い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち３番目に高い。

※福岡都市圏全域のメタボリックシンドロームの該当者割合は14.7％

※福岡都市圏9市8町のメタボリックシンドロームの該当者割合の単純平均は

15.1％

（23）メタボリックシンドロームの該当者割合 １６．７％

平成28年度追加
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラフ）
から見る市の動向

【基本目標１】みんなが健康で元気なまちづくり

77.7 
78.6 

79.6 84.6 85.5 
86.4 
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（歳）
全国、福岡県、糸島市の推移

全国

福岡県

糸島市

ある年齢の人が、その後何年生きられるかという期待値を平均余命とい

い、０歳における平均余命を平均寿命という。

なお、生命表による都道府県及び市町村の平均寿命の算定は、５年に１

度（国勢調査に基づき算定）のため、平成22年分が最新のものとなる。

【指標の算出根拠は省略】

資料：厚生労働省大臣官房統計情報部「完全生命表」、「簡易生命表」、

「都道府県別生命表」、「市区町村別生命表」

平成22年度の糸島市の平均寿命は、男性が79.2歳、女性が87.4歳。平成

12年度から10年間で、男性は1.5歳、女性は2.4歳延びている。

また、平成22年度の男性では、全国の79.6歳と比べ0.4歳、福岡県の79.3

歳と比べ0.1歳短いが、女性では、全国の86.4歳と比べ1.0歳、福岡県の

86.5歳と比べ0.9歳長い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち男性は14番目、女性は６番目に平均

寿命が長い。

※福岡都市圏の平均寿命の単純平均は、男性79.8歳、女性87.1歳

（24）平均寿命 男性７９．２歳、女性８７．４歳
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福岡都市圏（９市８町）の比較【平成２２年度】

男性 女性男性 都市圏全域79.8歳 女性 都市圏全域87.1歳
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラフ）
から見る市の動向

【基本目標１】みんなが健康で元気なまちづくり
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39.9 40.935.8

41.1

44.3

44.2

40.4

46.8
44.1

30

35

40

45

50

H12 H17 H22 H27

（人）
全国、福岡県、糸島市の推移

全国

福岡県

糸島市

45.2 44.1 41.7 39.7 38.6 38.4 37.4 36.3 36.2 35.9 34.3 33.8 33.6 32.8 30.2 
29.5 28.5 

20.0
25.0
30.0
35.0
40.0
45.0
50.0

久
山
町

糸
島
市

太
宰
府
市

福
津
市

宗
像
市

須
恵
町

篠
栗
町

宇
美
町

古
賀
市

志
免
町

筑
紫
野
市

那
珂
川
町

福
岡
市

粕
屋
町

春
日
市

新
宮
町

大
野
城
市

（人）
福岡都市圏（９市８町）の比較【平成２７年度】

都市圏全域34.5

「身体障害者手帳所持者数」とは、身体障害者福祉法に基づき認定され

た身体障害者に対し、都道府県が手帳を交付した人数。各種福祉サービス

の推進（医療費の助成や交通機関利用に対する減額など）など、障害者福

祉行政に係る指標として用いられる。

身体障害者手帳所持者数（人口千人当たり）＝所持者数÷人口総数×1,000

【交付数：4,257人、人口総数：96,475人（平成27年度・糸島市）】

※平成12年度の糸島市の所持者数は不明。

資料：厚生労働省大臣官房統計情報部「福祉行政報告例」

総務省統計局「国勢調査報告」

平成27年度の糸島市の身体障害者手帳所持者数（人口千人当たり）は、

44.1人。平成17年からの10年間で、3.7人増加している。

また、全国の40.9人と比べ3.2人多く、福岡県の44.2人と比べ0.1人少な

い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち２番目に多い。

※福岡都市圏全域の身体障害者手帳所持者数(人口千人当たり)は34.5人

※福岡都市圏9市8町の身体障害者手帳所持者数(人口千人当たり)の単純

平均は36.2人

（25）身体障害者手帳所持者数 ４４．１人
（人口千人当たり）
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラフ）
から見る市の動向

【基本目標１】みんなが健康で元気なまちづくり
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（円） 福岡都市圏（９市２郡）の比較【平成２６年度】

単純平均23,690

「生活保護費」とは、生活保護法に基づき保護を要する者へ給付される扶助費

（生活扶助や医療扶助など）の総額で、生活保護施策に係る指標として用いられ

る。

生活保護：生活に困窮するすべての国民に対し、困窮の程度に応じ必要な保

生活保護：護を行い、その最低限度の生活を保障するとともに、自立を助長

生活保護：することを目的とする制度。

生活保護費（人口一人当たり）＝保護費総額÷人口総数

【保護費総額：1,685,042千円、人口総数：97,313人

（平成26年度・糸島市）】 ※平成26年度の全国の数値は未公表

資料：厚生労働省社会・援護局調べ

福岡県保護・援護課「福岡県の生活保護」

総務省統計局「人口推計」

福岡県調査統計課「福岡県の人口と世帯年報」

平成26年度の糸島市の生活保護費（人口一人当たり）は、17,316円。平

成17年度以降でみると増加傾向にあったが、平成25年に減少に転じた。

なお、平成17年からの９年間で4,490円増加している。

また、福岡県の44,710円と比べ27,394円少ない。

福岡都市圏内では、９市２郡のうち３番目に少ない。

※福岡都市圏全域の生活保護費（人口一人当たり）は41,029円

※福岡都市圏9市2郡の生活保護費（人口一人当たり）の単純平均は

23,690円

（26）生活保護費 １７，316円
（人口一人当たり）
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラフ）
から見る市の動向

【基本目標１】みんなが健康で元気なまちづくり
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（円）
福岡都市圏（９市８町）の比較【平成２６年度】

単純平均350,879

「国民健康保険医療費」とは、国民健康保険法に基づく被保険者に係る

医療費で、国民健康保険行政に係る指標として用いられる。

なお、ここでは、老人医療受給対象者に関する分及び保険者が国民健康

保険組合であるものは含まない。

医療費：診療費（入院、入院外、歯科）、調剤、食事療養、生活療養、

医療費：訪問看護、療養費等の総額

医療費（被保険者一人当たり）＝医療費÷被保険者数（年度平均）

（平成26年度・糸島市）】※平成26年３月～平成27年２月分。

資料：厚生労働省保険局「国民健康保険事業年報」

福岡県「国民健康保険事業状況」

平成26年度の糸島市の国民健康保険医療費（被保険者一人当たり）は、

350,749円。平成22年度以降でみると、一貫して増加しており、４年間で

34,485円増加している。

また、全国の333,461円と比べ17,288円多く、福岡県の357,316円と比べ

6,567円少ない。

福岡都市圏内では、全17市町のうち８番目に多い。

※福岡都市圏9市8町の国民健康保険医療費(被保険者一人当たり)の

単純平均は350,879円

（27）国民健康保険医療費 ３５０，７４９円
（被保険者一人当たり）
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラフ）
から見る市の動向

【基本目標１】みんなが健康で元気なまちづくり
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（円） 福岡都市圏（９市８町）の比較【平成２７年度】

単純平均 1,199,784

「後期高齢者医療費」とは、高齢者の医療の確保に関する法律に基づく

被保険者に係る医療費で、後期高齢者医療に係る指標として用いられる。

なお、被保険者は、75歳以上の人若しくは65歳以上75歳未満の人で一定

の障害の状態にあるという認定を広域連合から受けた人。

医療費：診療費（入院、入院外、歯科）、調剤、食事療養、生活療養、

医療費：訪問看護、療養費等の総額

医療費（被保険者一人当たり）＝医療費÷被保険者数（年度平均）
【医療費：14,602,084千円、被保険者数：12,065人（平成27年度・糸島市）】

※平成27年３月～平成28年２月分（速報値）

資料：厚生労働省保険局「後期高齢者医療事業年報」

「後期高齢者医療月報総括表（速報値）」

福岡県後期高齢者医療広域連合「福岡県の高齢者医療費の現状」

平成27年度の糸島市の後期高齢者医療費（被保険者一人当たり）は、

1,210,318円。平成21年度からの６年間で93,656円増加している。

また、全国の949,075円と比べ261,243円、福岡県の1,195,669円と比べ

14,649円多い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち９番目に少ない。

※福岡都市圏9市8町の後期高齢者医療費（被保険者一人当たり）の

単純平均は1,199,784円

（28）後期高齢者医療費 １，２１０，３１８円

（被保険者一人当たり）
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラフ）
から見る市の動向

【基本目標１】みんなが健康で元気なまちづくり
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（円）
福岡都市圏（９市２町及び広域連合）の比較【平成２６年度】

単純平均 252,362

「介護給付費」とは、介護保険法に基づく各種介護サービスに係る介護

給付費（居宅介護サービスや施設介護サービスなど）の総額で、介護保険

行政に係る指標として用いられる。

介護給付費（第１号被保険者一人当たり）＝給付費÷被保険者累計×12月

（平成26年度・糸島市）※平成26年３月～平成27年２月サービス分。

※全国のみ、高額サービス費、高額医療合算サービス費、特定入所者サービス

費、審査支払手数料は含まない。

資料：厚生労働省老健局「介護保険事業状況報告」

平成26年度の糸島市の介護給付費（第１号被保険者一人当たり）は、

266,016円。平成221年度からの４年間で10,725円増加している。

また、福岡県の288,108円と比べ22,092円少ない。

福岡都市圏の９市２町及び広域連合内では、３番目に多い。

※福岡都市圏9市2町及び広域連合の介護給付費(第１号被保険者一人

当たり)の単純平均は252,362円

（29）介護給付費 ２６６，０１６円
（第１号被保険者一人当たり）
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラフ）
から見る市の動向

【基本目標１】みんなが健康で元気なまちづくり
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（％）
福岡都市圏（９市２町及び広域連合）の比較【平成２６年度】

単純平均 16.0

「要介護認定率」とは、第１号被保険者（65歳以上）に占める要介護・

要支援認定者数の割合で、介護保険行政に係る指標として用いられる。

要介護認定率＝要介護認定者数÷第１号被保険者数

【要介護・要支援認定者数：3,927人、第１号被保険者数：25,928人

（平成27年３月3１日現在（糸島市）】

資料：厚生労働省老健局「介護保険事業状況報告（年報）」

平成26年度の糸島市の要介護認定者数は、15.1％。平成22年度からの

４年間で0.2ポイント減少している。

また、全国の17.9％と比べ2.8ポイント、福岡県の19.3％と比べ4.2ポ

イント低い。

福岡都市圏の９市２町及び広域連合内では、６番目に低い。

※福岡都市圏9市2町及び広域連合の要介護認定者数の単純平均は

16.0％

（30）要介護認定率 １５．１％

平成28年度追加
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラフ）
から見る市の動向

【基本目標２】子どもが健やかに育つまちづくり
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福岡都市圏（９市８町）の比較【平成２７年度】

単純平均81.4

「幼稚園利用率」とは、幼稚園の定員に対する在園者数の割合で、教育行

政に係る指標として用いられる。

幼稚園利用率＝在園者数÷定員数

【在園者数：790人、定員数：1,345人（平成28年度・糸島市）】

資料：文部科学省生涯学習政策局「学校基本調査報告書」

平成28年度の糸島市の幼稚園利用率は、58.7％。平成12年度以降でみる

と、平成23年度までは一貫して減少していたが、平成24年度以降増加傾向

になり、平成27年度から再度減少傾向となった。なお、平成12年度からの

16年間で20.3ポイント減少している。

また、全国の66.7％と比べ8.0ポイント、福岡県の74.1％と比べ15.4ポ

イント低い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち２番目に低い。

※福岡都市圏全域の幼稚園利用率は82.3％

※福岡都市圏9市8町の幼稚園利用率の単純平均は81.4％

（31）幼稚園利用率 ５８．７％
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福岡県定員

糸島市定員

指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラフ）
から見る市の動向

【基本目標２】子どもが健やかに育つまちづくり
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（％） 福岡都市圏（９市８町）の比較【平成２７年度】

単純平均 96.5

「保育所利用率」とは、保育所の定員に対する在所者数の割合で、子育て

支援サービスなどの厚生労働行政に係る指標として用いられる。

保育所利用率＝在所者数÷定員数

【在所者数：2,718人、定員数：2,460人（平成27年度・糸島市）】

資料：厚生労働省大臣官房統計情報部「社会福祉施設等調査報告」

資料：※調査に対する回答施設のみの集計による。

平成27年度の糸島市の保育所利用率は、110.5％。平成12年度以降でみる

と、平成22年度の120.3％をピークに減少しており、15年間で1.8ポイント

減少している。

また、全国の97.6％と比べ12.9ポイント、福岡県の104.3％と比べ6.2ポ

イント高い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち２番目に高い。

※福岡都市圏全域の保育所利用率は102.0％

※福岡都市圏9市8町の保育所利用率の単純平均は96.5％

（32）保育所利用率 １１０．５％
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラフ）
から見る市の動向

【基本目標２】子どもが健やかに育つまちづくり
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福岡都市圏（９市８町）の比較【平成２８年度】

単純平均18.4

「小学校児童数（教員一人当たり）」とは、本務教員総数に対する児童総

数の割合で、学級編制や教員定数など、教育行政に係る指標として用いられ

る。

本務教員：当該学校に籍のある常勤教員。

小学校児童数（教員一人当たり）＝児童総数÷教員総数（本務教員）

【児童総数：5,706人、教員総数：364人（平成28年度・糸島市）】

資料：文部科学省生涯学習政策局「学校基本調査報告書」

平成28年度の糸島市の小学校児童数（教員一人当たり）は、15.7人。平成12

年度以降でみると平成24年度以降はほぼ横ばいで推移しているものの減少傾向に

あり、16年間で4.1人減少している。

また、全国の15.5人と比べ0.2人多く、福岡県の16.7人と比べ1.0人少ない。

福岡都市圏内では、全17市町のうち２番目に少ない。

※福岡都市圏全域の小学校児童数（教員一人当たり）は19.0人

※福岡都市圏9市8町の小学校児童数（教員一人当たり）の単純平均は18.4人

（33）小学校児童数 １５．７人（教員一人当たり）
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラフ）
から見る市の動向

【基本目標２】子どもが健やかに育つまちづくり
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（人）
福岡都市圏（９市８町）の比較【平成２８年度】

単純平均15.5

「中学校生徒数（教員一人当たり）」とは、本務教員総数に対する生徒総

数の割合で、学級編制や教員定数など、教育行政に係る指標として用いられ

る。

中学校生徒数（教員一人当たり）＝生徒総数÷教員総数（本務教員）

【生徒総数：2,775人、教員総数：201人（平成28年度・糸島市）】

資料：文部科学省生涯学習政策局「学校基本調査報告書」

平成28年度の糸島市の中学校生徒数（教員一人当たり）は、13.8人。平

成12年度以降でみると平成17年度以降はほぼ横ばいで推移しているものの

減少傾向にあり、16年間で2.5人減少している。

また、全国の13.5人と比べ0.3人多く、福岡県の14.3人と比べ0.5人少な

い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち３番目に少ない。

※福岡都市圏全域の中学校生徒数（教員一人当たり）は15.9人

※福岡都市圏9市8町の中学校生徒数（教員一人当たり）の単純平均は

15.5人

（34）中学校生徒数 １３．８人（教員一人当たり）
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラフ）
から見る市の動向

【基本目標２】子どもが健やかに育つまちづくり】
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26.5 30.5 

35.4 

28.0 33.5 

40.0 

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

H12 H17 H22

（％） 全国、福岡県、糸島市の推移

全国

福岡県

糸島市

40.0 
38.3 

34.2 33.7 33.5 33.5 33.0 31.9 30.9 30.8 30.7 30.1 29.4 28.8 28.1 
27.1 25.4 

0.0
10.0
20.0
30.0
40.0
50.0

糸
島
市

久
山
町

古
賀
市

福
津
市

宇
美
町

筑
紫
野
市

福
岡
市

宗
像
市

大
野
城
市

志
免
町

春
日
市

太
宰
府
市

篠
栗
町

粕
屋
町

那
珂
川
町

須
恵
町

新
宮
町

（％）
福岡都市圏（９市８町）の比較【平成２２年】

都市圏全域32.4

「０～２歳の子を持つ夫婦のいる一般世帯のうち妻の就業割合」とは、

０～２歳の子どもがいる夫婦のいる一般世帯のうち、妻が就業している世

帯の割合で、女性活躍推進や子育て支援行政の指標として用いられる。

「０～２歳」というのは、子どもの数に関わらず、最年少の子どもの年

齢を指す。

就業割合＝①０歳～２歳の子どもがいる夫婦のいる一般世帯のうち、妻

が就業者である世帯÷②０歳～２歳の子どもがいる夫婦のいる一般世帯×100
【①：824世帯、：②2,058世帯（平成2２年・糸島市）】

※平成12年及び17年は、１市２町の合算値。

資料：総務省統計局「国勢調査」

平成22年の糸島市の０～２歳の子を持つ夫婦のいる一般世帯のうち妻の就業割

合は、40.0％。平成12年以降でみると、10年間で12.0ポイント増加している。

また、全国の35.3％と比べ4.7ポイント、福岡県の35.4％と比べ4.6ポイント

高い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち最も高い。

※福岡都市圏全域の０～２歳の子を持つ夫婦のいる一般世帯のうち妻の就業

割合は32.4％

※福岡都市圏9市8町の０～２歳の子を持つ夫婦のいる一般世帯のうち妻の

就業割合の単純平均は31.7％

（35）0歳～２歳の子を持つ夫婦のいる一般世帯

のうち妻の就業割合 ４０．０％

平成28年度追加
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラフ）
から見る市の動向

【基本目標２】子どもが健やかに育つまちづくり
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（％）
福岡都市圏（９市８町）の比較【平成２２年】

都市圏全域48.0

「３～６歳の子を持つ夫婦のいる一般世帯のうち妻の就業割合」とは、

３～６歳の子どもがいる夫婦のいる一般世帯のうち、妻が就業している世

帯の割合で、女性活躍推進や子育て支援行政の指標として用いられる。

「３～６歳」というのは、子どもの数に関わらず、最年少の子どもの年

齢を指す。

就業割合＝①３～６歳の子どもがいる夫婦のいる一般世帯のうち、妻が

就業者である世帯÷②３歳～６歳の子どもがいる夫婦のいる一般世帯×100
【①：1,009世帯、：②1,678世帯（平成2２年・糸島市）】

※平成12年及び17年は、１市２町の合算値。

資料：総務省統計局「国勢調査」

平成22年の糸島市の３～６歳の子を持つ夫婦のいる一般世帯のうち妻の就業割

合は、60.1％。平成12年以降でみると、10年間で8.4ポイント減少している。

また、全国の51.7％と比べ8.4ポイント、福岡県の53.2％と比べ6.9ポイント

高い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち最も高い。

※福岡都市圏全域の３～６歳の子を持つ夫婦のいる一般世帯のうち妻の就業

割合は48.0％

※福岡都市圏9市8町の３～６歳の子を持つ夫婦のいる一般世帯のうち妻の

就業割合の単純平均は49.8％

（36）３歳～６歳の子を持つ夫婦のいる一般世帯

のうち妻の就業割合 ６０．１％

平成28年度追加
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラフ）
から見る市の動向

【基本目標３】海、山、川をたいせつにしたまちづくり
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福岡都市圏（９市８町）の比較【平成２７年】

都市圏全域41.8

「林野面積割合」とは、総面積に対する林野面積（森林面積と森林以外の

草生地面積の合計）の割合で、林業経営や森林資源の現状把握など、森林行

政に係る指標として用いられる。

林野面積割合（総面積当たり）＝林野面積÷総面積

【林野面積：9,826ha、総面積：21,570ha（平成27年・糸島市）】

※全国の総面積は、北方四島及び竹島を除いて算出。

資料：農林水産省大臣官房統計部「（世界）農林業センサス報告書」

資料：国土交通省国土地理院測図部「全国都道府県市区町村別面積調」

平成27年の糸島市の林野面積割合（総面積当たり）は、45.6％。平成12年

以降でみるとほぼ横ばいとなっており、15年間で0.2ポイント減少してい

る。

また、全国の66.5％と比べ20.9ポイント低く、福岡県の44.6％と比べ1.0

ポイント高い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち６番目に高い。

※福岡都市圏全域の林野面積割合（総面積当たり）は41.8％

※福岡都市圏9市8町の林野面積割合（総面積当たり）の単純平均は38.4％

（37）林野面積割合 ４５．６％（総面積当たり）
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラフ）
から見る市の動向

【基本目標３】海、山、川をたいせつにしたまちづくり
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（mg/l） 福岡県、糸島市の推移

福岡県

糸島市

1.4 

0.8 

1.5 
1.9 

1.3 

2.4 2.4 
2.1 

0.0
0.5
1.0
1.5
2.0
2.5
3.0

豊
前
海

流
入
河
川

北
九
州
市
内

河
川

遠
賀
川

筑
前
海

流
入
河
川

博
多
湾

流
入
河
川

筑
後
川

矢
部
川

大
牟
田
市
内

河
川

（mg/l） 県内２級河川の平均ＢＯＤ値比較【平成２７年度】

県内２級河川単純平均1.7

「ＢＯＤ値（生物化学的酸素要求量）」とは、水中の有機物などを微生物

が分解するときに消費する酸素量のことで、値が大きいほど、水質汚濁が進

行していることを示す。河川や工場排水の汚濁の程度を表す指標として用い

られる。

なお、ここでは、県内の２級河川（県営河川）を対象として算出。また、

75％値とは、年間観測データを良い方から並べた75%目の数値をいう。

糸島市のＢＯＤ値＝市内の２級河川のＢＯＤ値（合算値）÷７河川

【筑前海流入河川（平成27年度・糸島市）】※単位：mg/l

桜井川1.8、雷山川：2.3、雷山川（長野川）：1.4、一貴山川：1.6

加茂川：1.1、福吉川：1.6

【博多湾流入河川（平成27年度・糸島市）】※単位：mg/l

瑞梅寺川：1.6

資料：福岡県環境政策課「環境白書」

平成27年度の糸島市の河川の水質状況（２級河川のＢＯＤ値の平均）は、

1.6mg/l。平成18年度以降は増減を繰り返しており、平成18年度からの９年

間で0.3mg/l減少している。

また、福岡県の1.7mg/lと比べ0.1mg/l少ない。

県内２級河川の平均ＢＯＤ値では、筑前海流入河川が1.9mg/l、博多湾流

入河川が1.3mg/lとなっている。

（38）河川の水質状況 １．6mg/l
（ＢＯＤ 75％値）
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラフ）
から見る市の動向

【基本目標３】海、山、川をたいせつにしたまちづくり

268.9

262.1

236.9

218.3

233.5 229.3 227.2 224.2

272.0
253.5

221.6 219.5 221.1 218.2
217.3 215.2

200.0
244.6

228.5 228.9 237.0 240.7
230.9 232.0

200.0

220.0

240.0

260.0

280.0

H12 H17 H21 H22 H23 H24 H25 H26

（ｋｇ）
全国、福岡県、糸島市の推移

全国

福岡県

糸島市

266.9 260.4 
235.9 232.0 225.4 222.3 220.3 218.0 216.4 210.4 204.5 203.0 201.0 200.7 

199.9 194.1 
175.4 

150.0
180.0
210.0
240.0
270.0
300.0

須
恵
町

福
津
市

宇
美
町

糸
島
市

太
宰
府
市

古
賀
市

篠
栗
町

志
免
町

粕
屋
町

宗
像
市

筑
紫
野
市

大
野
城
市

新
宮
町

春
日
市

那
珂
川
町

福
岡
市

久
山
町

（ｋｇ）
福岡都市圏（９市８町）の比較【平成２６年度】

単純平均216.9

「生活系ごみ搬入量」とは、生活系ごみ（一般の家庭生活から出されるご

み）の収集量及び処理施設への直接搬入量の合算値で、環境行政の推進に係

る指標として用いられる。

生活系ごみ搬入量（人口一人当たり）＝搬入総量÷人口総数

【搬入総量：23,200t、人口総数：99,982人(平成26年度・糸島市)】

資料：環境省大臣官房廃棄物･リサイクル対策部

「一般廃棄物処理実態調査結果」

総務省自治行政局「住民基本台帳に基づく人口」(10月１日現在)

平成26年度の糸島市の生活系ごみ搬入量（人口一人当たり）は、

232.0kg。平成12年度以降増減を繰り返しているが、平成12年からの14年間

で32.0kg増加している。

また、全国の224.2kgと比べ7.8kg、福岡県の215.2kgと比べ16.8kg多い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち４番目に多い。

※福岡都市圏全域の生活系ごみ搬入量（人口一人当たり）は203.3kg

※福岡都市圏9市8町の生活系ごみ搬入量（人口一人当たり）の単純平均は

216.9kg

（39）生活系ごみ搬入量 ２３２．０ｋｇ
（人口一人当たり）
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラフ）
から見る市の動向

【基本目標３】海、山、川をたいせつにしたまちづくり
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福岡都市圏（９市８町）の比較【平成２６年度】

単純平均 31.2

（％）

「ごみのリサイクル率」とは、ごみ処理量及び集団回収量の合計に対する

直接資源化量、中間処理後再生利用量、集団回収量の合計が占める割合であ

り、環境行政に係る指標として用いられる。

一般的に、排出量（ごみ処理量）の抑制、直接資源化量及び再生利用量の

拡大、集団回収量の拡大によってリサイクル率は向上する。

① 直接資源化量+中間処理後再生利用量+集団回収量

ごみのリサイクル率＝ ×100
② ごみ処理量+集団回収量

①8,429ｔ、②32,438ｔ【平成26年・糸島市】

資料：環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策部

「一般廃棄物処理実態調査結果」

平成26年の糸島市のごみのリサイクル率は、26.0％。平成18年から８年

間で1.4ポイント増加している。

また、全国の20.6％と比べ5.4ポイント、福岡県の21.1％と比べ4.9ポイ

ント高い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち７番目に高い。

※福岡都市圏全域のごみのリサイクル率は15.3％

※福岡都市圏9市8町のごみのリサイクル率の単純平均は31.2％

（40）ごみのリサイクル率 ２６．０％
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラフ）
から見る市の動向

【基本目標４】快適に暮らすことができる安全・安心のまちづくり

32.6 32.6 32.6 32.8 32.8 32.8 32.3 32.3 

55.1 55.1 55.1 55.7 55.7 55.7 55.7 55.8 

54.2 54.2 54.2 54.2 54.5 54.5 54.5 54.4 

30.0

40.0

50.0

60.0

H12 H17 H21 H22 H23 H24 H25 H26

（％）
全国、福岡県、糸島市の推移

全国

福岡県

糸島市

98.3 96.2 95.1 
75.6 73.9 67.4 67.5 61.9 61.7 60.2 59.3 54.4 50.3 

39.1 33.3 32.2 26.8 

0.0
20.0
40.0
60.0
80.0

100.0

志
免
町

粕
屋
町

春
日
市

新
宮
町

福
津
市

古
賀
市

福
岡
市

大
野
城
市

須
恵
町

太
宰
府
市

宗
像
市

糸
島
市

筑
紫
野
市

宇
美
町

篠
栗
町

久
山
町

那
珂
川
町

（％）
福岡都市圏（９市８町）の比較【平成２６年】

都市圏全域58.3

「可住地面積割合」とは、総面積に対する可住地面積の割合で、土地利用

に係る指標として用いられる。

可住地面積：総面積から林野面積及び主要湖沼面積（面積１㎢以上の湖沼）

可住地面積：を差し引いて算出される。

可住地面積割合（総面積当たり）＝可住地面積÷総面積

【可住地面積：11,744ha、総面積：21,570ha（平成26年・糸島市）】

※全国の総面積は、北方四島及び竹島を除いて算出。

資料：国土交通省国土地理院測図部「全国都道府県市区町村別面積調」

総務省統計局「統計でみる都道府県（市区町村）のすがた」

平成26年の糸島市の可住地面積割合（総面積当たり）は、54.4％。平成12

年以降でみるとほぼ横ばいとなっている。

また、全国の32.3％と比べ22.1ポイント高く、福岡県の55.8％と比べ1.4

ポイント低い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち６番目に低い。

※福岡都市圏全域の可住地面積割合(総面積当たり)は58.3％

※福岡都市圏9市8町の可住地面積割合(総面積当たり)の単純平均は62.0％

（41）可住地面積割合 ５４．4％
（総面積当たり）
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラフ）
から見る市の動向

【基本目標４】快適に暮らすことができる安全・安心のまちづくり
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福岡都市圏（９市８町）の比較【平成２５年度】

都市圏全域8.77

「道路実延長」とは、道路の総延長から、重用延長（上級路線重複区

間）、未供用延長（供用開始の未告示区間）、渡船延長（海上、河川、湖沼

の、道路法の規定に基づく供用区間）を除いた延長をいい、交通行政に係る

指標として用いられる。

道路実延長（総面積１㎢当たり）＝道路実延長÷総面積

【道路実延長：1,119.70km、総面積：216.15㎢（平成25年度・糸島市）】

資料：国土交通省道路局「道路統計年報」

資料：国土交通省国土地理院測図部「全国都道府県市区町村別面積調」

資料：総務省統計局「統計でみる都道府県（市区町村）のすがた」

平成25年度の糸島市の道路実延長(総面積１㎢当たり)は、5.18km。平成12

年度以降でみると増加傾向にあり、13年間で0.20km増加している。

また、全国の3.24kmと比べ1.94km長く、福岡県の7.49kmと比べ2.31km短

い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち３番目に短い。

※福岡都市圏全域の道路実延長(総面積１㎢当たり)は8.77km

※福岡都市圏9市8町の道路実延長(総面積１㎢当たり)の単純平均は9.77km

（42）道路実延長 ５．１８km
（総面積１㎢当たり）
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラフ）
から見る市の動向

【基本目標４】快適に暮らすことができる安全・安心のまちづくり
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（％） 福岡都市圏（９市８町）の比較【平成２５年度】

都市圏全域89.7

「道路舗装率」とは、道路実延長に対する舗装道路実延長の割合で、人や

車両が円滑でかつ安全な交通を図るとともに、沿道環境の保全に資するため

の指標として用いられる。なお、舗装とは、道路面をれんが、石片、アス

ファルト、セメントなどで固めたものをいう。一般には、アスファルト舗装

またはセメントコンクリート舗装が用いられる。

道路舗装率＝舗装道路実延長÷道路実延長（※全て市町村道により算定）

【舗装道路実延長：782.7km、道路実延長：929.8km

（平成25年度・糸島市）】

資料：国土交通省道路局「道路統計年報」

福岡県道路維持課「道路現況」

平成25年度の糸島市の道路舗装率（市町村道）は、84.2％。平成13年度以

降でみると増加傾向にあり、12年間で3.7ポイント増加している。

また、全国の78.1％と比べ6.1ポイント高く、福岡県の85.2％と比べ1.0ポ

イント低い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち６番目に低い。

※福岡都市圏全域の道路舗装率（市町村道）は89.7％

※福岡都市圏9市8町の道路舗装率（市町村道）の単純平均は89.2％

（43）道路舗装率（市町村道） ８４．２％

- 52 -



指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラフ）
から見る市の動向

【基本目標４】快適に暮らすことができる安全・安心のまちづくり
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（％）
福岡都市圏（９市８町）の比較【平成２７年】

単純平均73.8

「都市計画道路整備率」とは、計画延長に対する改良済延長及び概成済延長

の割合で、都市計画の指標として用いられる。

改良済道路は、道路用地が計画幅員のとおり確保されており、一般の通行の

用に供している道路延長及び事業決定区間の全体事業費に対する当該年度末換

算完成延長の合計をいう。また、概成済道路は、改良済以外の区間のうち、路

線として都市計画道路と同程度の機能を果たしうる現道（概ね計画幅員の2/3以

上又は４車線以上の幅員を要する道路）を有する区間で、その現道に対応する都

市計画道路延長をいう。

都市計画道路整備率＝（改良済延長＋概成済延長）／計画延長

【改良済延長：28.8km、概成済延長：24.0km、計画延長：79.9km

（平成27年３月31日現在・糸島市）】

資料：国土交通省「都市計画年報」

平成27年の糸島市の都市計画道路整備率は、66.0％。平成22年以降でみる

と、５年間で0.3ポイント増加している。

また、全国の74.1％と比べ8.1ポイント、福岡県の73.6％と比べ7.6ポイン

ト低い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち５番目に低い。

※福岡都市圏全域の都市計画道路整備率は82.1％

※福岡都市圏9市8町の都市計画道路整備率の単純平均は73.8％

（44）都市計画道路整備率 ６６．０％

平成28年度追加
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラフ）
から見る市の動向

【基本目標４】快適に暮らすことができる安全・安心のまちづくり
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福岡都市圏（９市８町）の比較【平成２６年度】

単純平均 9.86

「都市公園等面積」とは、都市公園法に基づき国または地方公共団体が設

置する公園や緑地、都市計画区域外において都市公園に準じて設置されてい

る特定地区公園（カントリーパーク）の面積のことで、公園や緑地の整備や

維持管理に係る都市行政の指標として用いられる。

都市公園等面積（人口一人当たり）＝都市公園等総面積÷人口総数

【総面積：49.95ha、人口総数：100千人（都市計画区域人口）

（平成26年度・糸島市）】

資料：国土交通省都市局、福岡県公園街路課「都市公園等整備現況調査」

平成26年度の糸島市の都市公園等面積(都市計画区域人口一人当たり)は、

5.00㎡。平成18年度から8年間で0.66㎡増加している。

また、全国の10.20㎡と比べ5.20㎡、福岡県の9.42㎡と比べ4.42㎡少ない。

福岡都市圏内では、全17市町のうち６番目に少ない。

※福岡都市圏全域の都市公園等面積(都市計画区域人口一人当たり)は

9.05㎡

※福岡都市圏9市8町の都市公園等面積(都市計画区域人口一人当たり)の

単純平均は9.86㎡

（45）都市公園等面積 ５．００㎡
（都市計画区域人口一人当たり）
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラフ）
から見る市の動向

【基本目標４】快適に暮らすことができる安全・安心のまちづくり
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（％）
福岡都市圏（９市８町）の比較【平成２６年度】

都市圏全域96.2

「水道普及率」とは、人口総数に対する給水人口総数（上水道、簡易水道

及び専用水道による給水人口の総数）の割合で、水道施設整備や上水道事業

など、水道行政に係る指標として用いられる。

水道普及率＝給水人口総数（上水道＋簡易水道＋専用水道）÷人口総数

【給水人口総数：75,423人、人口総数：97,208人

（平成26年度・糸島市）】

資料：厚生労働省健康局「水道の基本統計」

資料：福岡県水資源対策課「福岡県の水道」

平成26年度の糸島市の水道普及率は、77.6％。平成17年度以降はほぼ横ば

いで推移している。平成12年度から14年間で4.8ポイント増加している。

また、全国の97.8％と比べ20.2ポイント、福岡県の93.8％と比べ16.2ポイ

ント低い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち最も低い。

※福岡都市圏全域の水道普及率は96.2％

※福岡都市圏9市8町の水道普及率の単純平均は92.9％

（46）水道普及率 ７７．６％

- 55 -



指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラフ）
から見る市の動向

【基本目標４】快適に暮らすことができる安全・安心のまちづくり
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（％）
福岡都市圏（９市８町）の比較【平成２６年度】

都市圏全域98.9

「汚水処理人口普及率」とは、人口総数に対する汚水処理人口の割合で、

生活排水処理施設がどの程度普及しているかなど、下水道行政に係る指標と

して用いられる。

汚水処理人口：公共下水道、農業集落排水施設等、合併浄化槽、コミュニ

汚水処理人口：ティ・プラント（地域し尿処理施設）の整備人口。

汚水処理人口普及率＝汚水処理人口÷人口総数

【汚水処理人口：86,575人、人口総数：99,877人

（平成26年度・糸島市）】

資料：農林水産省・国土交通省・環境省「汚水処理人口普及状況」

資料：福岡県下水道課「福岡県の下水道」

平成26年度の糸島市の汚水処理人口普及率は、86.7％。平成20年度からの

6年間で7.9ポイント増加している。

また、全国の89.9％と比べ3.2ポイント、福岡県の90.5％と比べ3.8ポイン

ト低い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち最も低い。

※福岡都市圏全域の汚水処理人口普及率は98.9％

※福岡都市圏9市8町の汚水処理人口普及率の単純平均は96.9％

（47）汚水処理人口普及率 ８６．7％
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラフ）
から見る市の動向

【基本目標４】快適に暮らすことができる安全・安心のまちづくり
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福岡都市圏（９市８町）の比較【平成２６年】

都市圏全域14.0

「建物火災出火件数」とは、建物またはその収容物が焼損した火災件数。

全国的にも全火災の約６割を占めるため、防災活動の推進や防災計画の策定

など、消防行政に係る指標として用いられる。

建物火災出火件数（人口10万人当たり）＝出火件数÷人口総数×100,000

【出火件数：21件、人口総数：97,313人（平成26年・糸島市）】

資料：総務省消防庁・福岡県消防防災課「消防白書・消防年報」

総務省統計局「人口推計」

福岡県調査統計課「福岡県の人口と世帯年報」

平成26年の糸島市の建物火災出火件数（人口10万人当たり）は、21.6件。

件数は年度により差はあるものの、平成12年から14年間で3.7件減少して

いる。

また、全国の18.6件と比べ3.0件、福岡県の17.2件と比べ4.4件多い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち最も多い。

※福岡都市圏全域の建物火災出火件数（人口10万人当たり）は14.0件

※福岡都市圏9市8町の建物火災出火件数（人口10万人当たり）の単純平均

は13.9件

（48）建物火災出火件数 ２１．６件
（人口10万人当たり）
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラフ）
から見る市の動向

【基本目標４】快適に暮らすことができる安全・安心のまちづくり
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福岡都市圏（９市８町）の比較【平成２７年】

都市圏全域743

「交通事故発生件数」とは、道路交通法に規定されている道路において、

車両（軽車両を含む）、路面電車及び列車の交通による人の死亡や負傷を伴

う事故の件数で、地域の交通安全や飲酒運転の撲滅など、交通行政に係る指

標として用いられる。

交通事故発生件数（人口10万人当たり）＝発生件数÷人口総数×100,000

【発生件数：620件、人口総数：96,475人（平成27年・糸島市）】

資料：警察庁交通局・福岡県警察本部「交通統計・交通年鑑」

総務省統計局「人口推計」「国勢調査報告」

福岡県調査統計課「福岡県の人口と世帯年報」

平成27年の糸島市の交通事故発生件数(人口10万人当たり)は、643件。

平成12年以降でみると減少傾向にあり、15年間で172件減少している。

また、全国の422件と比べ221件多く、福岡県の779件と比べ136件少ない。

福岡都市圏内では、全17市町のうち７番目に少ない。

※福岡都市圏全域の交通事故発生件数(人口10万人当たり)は743件

※福岡都市圏9市8町の交通事故発生件数(人口10万人当たり)の単純平均

は747件

（49）交通事故発生件数 ６４３件
（人口10万人当たり）
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラフ）
から見る市の動向

【基本目標４】快適に暮らすことができる安全・安心のまちづくり
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（分）
福岡都市圏（管轄地域ごと）の比較【平成２６年】

単純平均8.1

「救急車の現場到着平均所要時間」とは、覚知（119番通報）から現場

到着までの所要時間の平均時間で、救急及び救助に係る指標として用いられ

る。

救急車の現場到着平均所要時間＝覚知時刻（入電時刻又は指令時刻）から

現場到着時刻までに要した時間の合計

÷救急車の出動回数

（平成26年・糸島市）

資料：総務省消防庁・福岡県消防防災課「消防白書・消防年報」

平成26年の糸島市の救急車の現場到着平均所要時間は、7.7分。

平成21年からの５年間で0.4分短縮している。

また、全国の8.6分と比べ0.9分、福岡県の8.0分と比べ0.3分短い。

福岡都市圏内では、全７管轄地域のうち３番目に短い。

※福岡都市圏9市8町の救急車の現場到着平均所要時間の単純平均は8.1分

（50）救急車の現場到着平均所要時間 ７．７分
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラフ）
から見る市の動向

【基本目標４】快適に暮らすことができる安全・安心のまちづくり
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都市圏全域10.1

「刑法犯認知件数」とは、刑法犯についての被害の届出、告訴、告発など

により、その発生を警察において認知した件数で、治安を図る指標として用

いられる。

刑法犯：ここでは、交通事故に係る業務上（重）過失致死傷罪を除き、殺

刑法犯：人・強盗・暴行・傷害・窃盗・詐欺などを包括したものをいう。

刑法犯認知件数（人口千人当たり）＝認知件数÷人口総数×1,000

【発生件数：620件、人口総数：96,622人（平成28年・糸島市）】

※国外及び発生地不明は除く。

※平成12年、平成17年、平成22年、平成27年の人口総数は国勢調査人口。

また、最新分の全国の人口総数は、平成29年２月１日現在、県及び市町

の人口総数は、平成28年11月１日現在。

資料：警察庁刑事局・福岡県警察本部「犯罪統計」

総務省統計局「人口推計」

平成28年の糸島市の刑法犯認知件数（人口千人当たり）は、6.4件。平成12

年以降でみると減少傾向にあり、16年間で18.7件減少している。

また、全国の7.9件と比べ1.5件、福岡県の9.1件と比べ2.7件少ない。

福岡都市圏内では、全17市町のうち７番目に少ない。

※福岡都市圏全域の刑法犯認知件数（人口千人当たり）は10.1件

※福岡都市圏9市8町の刑法犯認知件数（人口千人当たり）の単純平均は

7.5件

（51）刑法犯認知件数 ６．４件
（人口千人当たり）
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラフ）
から見る市の動向

【基本目標５】みんなの力で進める協働のまちづくり
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福岡都市圏（９市８町）の比較【平成２７年度】

単純平均29.9

「審議会等における女性委員の登用率」とは、法律や条例に基づいて設置

された審議会等の委員総数に対する女性委員の割合で、女性の社会参画の国

際比較など、男女共同参画社会の推進に係る指標として用いられる。

審議会等における女性委員の登用率＝女性委員数÷委員総数

【女性委員数：150人、委員総数：471人（平成27年度・糸島市）】

※調査時点は原則４月１日だが、市町村の実情により異なる場合がある。

※全国及び福岡県の数値には、広域圏で設置している審議会も含む。

資料：内閣府男女共同参画局、福岡県男女共同参画推進課

「審議会等における女性委員の参画状況調べ（登用状況調査）」

平成27年度の糸島市の審議会等における女性委員の登用率は、31.8％。

平成23年度から４年間で5.4ポイント増加している。

また、全国の26.0％と比べ5.8ポイント、福岡県の30.6％と比べ1.2ポイン

ト高い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち９番目に高い。

※福岡都市圏全域の審議会等における女性委員の登用率は32.5％

※福岡都市圏9市8町の審議会等における女性委員の登用率の単純平均は

29.9％

（52）審議会等における女性委員の登用率 ３１．８％
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラフ）
から見る市の動向

【基本目標５】みんなの力で進める協働のまちづくり
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単純平均25.4

「ＮＰＯ法人認証数」とは、特定非営利活動促進法に基づき設立の認証を

受けたＮＰＯ法人数（内閣府認証分を除く）で、市民の社会貢献活動の推進

や地域の課題解決など、市民協働のまちづくりに係る指標として用いられ

る。

ＮＰＯ法人認証数（人口10万人当たり）＝認証数÷人口総数×100,000

【認証数：30団体、人口総数：96,622人（平成28年度・糸島市）】

※最新分の全国及び県の認証数は、平成29年1月31日現在、市町の認証数は、

平成28年10月31日現在。また、最新分の全国の人口総数は、平成29年

２月１日現在、県及び市町の人口総数は、平成28年11月１日現在。

資料：内閣府大臣官房市民活動促進課

福岡県社会活動推進課（福岡県ＮＰＯ・ボランティアセンター）

総務省統計局「人口推計」

福岡県調査統計課「福岡県の人口と世帯年報」

平成28年度の糸島市のＮＰＯ法人認証数（人口10万人当たり）は、31.0団体。平

成13年度以降でみると、一貫して増加しており、15年間で28.9団体増加している。

また、全国の40.6団体と比べ9.6団体、福岡県の35.2団体と比べ4.2団体少ない。

福岡都市圏内では、全17市町のうち４番目に多い。

※福岡都市圏全域のＮＰＯ法人認証数（人口10万人当たり）は38.0団体

※福岡都市圏9市8町のＮＰＯ法人認証数（人口10万人当たり）の単純平均は

25.4団体

（53）ＮＰＯ法人認証数 ３１．０団体
（人口10万人当たり）
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラフ）
から見る市の動向

【基本目標５】みんなの力で進める協働のまちづくり
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（冊）
福岡都市圏（９市８町）の比較【平成２７年度】

単純平均3.38

「蔵書数」とは、図書館が利用者に提供するすべての図書館資料の数で、

図書行政に係る指標として用いられる。

なお、ここでいう蔵書数は、図書館法に基づき地方公共団体が設置した公

立図書館の蔵書数を指し、公立公民館や私立図書館は含まない。

蔵書数（人口一人当たり）＝蔵書数÷人口総数

【蔵書数：257,731冊、人口総数：96,475人（平成27年度・糸島市）】

※平成27年度の全国の数値は未公表

資料：（社）日本図書館協会「日本の図書館 統計と名簿」

福岡県公共図書館等協議会「福岡県公共図書館等概況」

総務省統計局「人口推計」「国勢調査報告」

福岡県調査統計課「福岡県の人口と世帯年報」

平成27年度の糸島市の蔵書数（人口一人当たり）は、2.67冊。平成20年度以降

でみると、一貫して増加しており、７年間で1.54冊増加している。

また、福岡県の2.70冊と比べ0.03冊少ない。

福岡都市圏内では、全17市町のうち４番目に少ない。

※福岡都市圏全域の糸島市の蔵書数（人口一人当たり）は1.97冊

※福岡都市圏9市8町の糸島市の蔵書数（人口一人当たり）の単純平均は3.38冊

（54）蔵書数 ２．６７冊（人口一人当たり）
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【基本目標５】みんなの力で進める協働のまちづくり

指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラフ）
から見る市の動向
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（冊） 福岡都市圏（９市８町）の比較【平成２７年度】

単純平均7.5

「図書貸し出し冊数」とは、図書館が利用者に対して貸し出した図書館資

料の数で、図書行政に係る指標として用いられる。

なお、ここでいう貸し出し冊数は、図書館法に基づき地方公共団体が設置

した公立図書館の貸し出し冊数を指し、公立公民館や私立図書館は含まな

い。

貸し出し冊数（人口一人当たり）＝図書貸し出し冊数÷人口総数

【貸し出し冊数477,205冊、市民数96,475人(平成27年度・糸島市)】

※平成27年度の全国の数値は未公表

資料：（社）日本図書館協会「日本の図書館 統計と名簿」

福岡県公共図書館等協議会「福岡県公共図書館等概況」

総務省統計局「人口推計」

福岡県調査統計課「福岡県の人口と世帯年報」

平成27年度の糸島市の市民一人当たりの図書貸し出し冊数は、4.9冊。平成19年

度から8年間で1.6冊増加している。

また、福岡県の4.8冊と比べ0.1冊多い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち４番目に少ない。

※福岡都市圏全域の市民一人当たりの図書貸し出し冊数は4.5冊

※福岡都市圏9市8町の市民一人当たりの図書貸し出し冊数の単純平均は7.5冊

（55）市民一人当たりの図書貸し出し冊数 ４．９冊
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【基本目標５】みんなの力で進める協働のまちづくり

指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラフ）
から見る市の動向
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（％）
福岡都市圏（９市８町）の比較【平成２７年】

都市圏全域45.8

「持ち家率」とは、住宅に住む一般世帯のうち、持ち家に住む世帯の割合

で、住環境に係る指標として用いられる。

一般的に、地価の高い地域（大都市など）ほど持ち家率は低くなり、反対

に地価の安い地域ほど持ち家率は高くなる傾向がある。

持ち家率＝持ち家に住む世帯÷住宅に住む一般世帯

【持ち家に住む世帯：26,405世帯、住宅に住む一般世帯：33,432世帯

（平成27年・糸島市）】

※平成12年及び17年は、１市２町の平均値。

資料：総務省統計局「国勢調査報告」

平成27年の糸島市の持ち家率は 76.7％。平成12年以降でみると、一貫し

て減少しており、15年間で4.5ポイント減少している。

また、全国の62.3％と比べ14.4ポイント、福岡県の53.8％と比べ22.9ポイ

ント高い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち２番目に高い。

※福岡都市圏全域の持ち家率は45.8％

※福岡都市圏9市8町の持ち家率の単純平均は62.8％

（56）持ち家率 ７６．７％
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラフ）
から見る市の動向

【基本目標５】みんなの力で進める協働のまちづくり
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（％）
福岡都市圏（９市７町）の比較【平成２５年度】

※久山町は調査対象外
都市圏全域11.3

空き家率は、総住宅数に占める空き家の割合で、定住促進対策や危機管理

行政の指標として用いられる。

空き家とは、二次的住宅（別荘など）、賃貸や売却のために空き家になっ

ている住宅、その他の住宅の合計である。

空き家率＝空き家総数÷総住宅数

【空き家総数：3,550戸、総住宅数：37,920戸（平成25年度・糸島市）】

※人口規模により調査対象となる調査区が抽出されるため、平成10年につい

ては前原市のみ、平成15年及び平成20年については前原市及び志摩町のみ

の数値をもとに算出。

資料： 総務省統計局「住宅・土地統計調査」

平成25年度の糸島市の空き家率は、9.4％。平成10年度から15年間で2.0ポイン

ト増加している。

また、全国の13.5％と比べ4.1ポイント、福岡県の12.7％と比べ3.3ポイント低い。

福岡都市圏内では、全16市町のうち８番目に高い。

※福岡都市圏全域の空き家率は11.3％

※福岡都市圏9市7町の空き家率の単純平均は9.5％

（57）空き家率 ９．４％
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラフ）
から見る市の動向

【基本目標６】経営感覚を持った持続可能なまちづくり
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福岡都市圏（９市８町）の比較【平成２７年度】

単純平均0.68

「財政力指数」とは、地方公共団体の財政力を示す指数で、基準財政収入

額を基準財政需要額で除して得た数値の過去３年間の平均値。

財政力指数が高い（１に近い若しくは１を超える）ほど、財源に余裕があ

るといえる。

財政力指数＝基準財政収入額÷基準財政需要額

【平成27年度・糸島市】（過去３年間の平均）

※全国及び福岡県の数値は、域内市町村の平均値。

資料：総務省自治財政局「地方財政状況調査」

福岡県「福岡県市町村普通会計決算及び健全化判断比率等の概要」

平成27年度の糸島市の財政力指数は、0.53。平成21年度以降でみるとほぼ

横ばいとなっている。

また、全国の0.50と比べ0.03、福岡県の0.51と比べ0.02高い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち２番目に低い。

※福岡都市圏9市8町の財政力指数の単純平均は0.68

（58）財政力指数 ０．５３
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラフ）
から見る市の動向

【基本目標６】経営感覚を持った持続可能なまちづくり
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福岡都市圏（９市８町）の比較【平成２７年度】

単純平均88.6

「経常収支比率」とは、職員の給与、介護給付費や生活保護費、借金の返

済など毎年必ず必要な経費に、税や普通交付税などの自由に使える収入がど

の程度費やされているかを示す指標。数値が高いほど、財政が硬直化してい

る（財政にゆとりがない）ことを示している。

人件費、扶助費、公債費等に充当した一般財源等

経常収支比率＝

経常一般財源等（地方税＋普通交付税等）

＋減収補塡債特例分＋臨時財政対策債

【平成2７年度・糸島市】

※全国及び福岡県の数値は、域内市町村の平均値

資料：総務省自治財政局「地方財政状況調査」

福岡県「福岡県市町村普通会計決算及び健全化判断比率等の概要」

平成27年度の糸島市の経常収支比率は、84.4％。平成21年度から６年間で

9.1ポイント減少している。

福岡都市圏内では、全17市町のうち最も低い。

※福岡都市圏9市8町の経常収支比率の単純平均は88.6％

（59）経常収支比率 ８４．４％

×100
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラフ）
から見る市の動向

【基本目標６】経営感覚を持った持続可能なまちづくり
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福岡都市圏（９市８町）の比較【平成２７年度】

単純平均6.7

「実質公債費比率」とは、標準的な収入に対する借金返済額（元利償還

額）の割合。数値が高いほど、財政の硬直化が進んでいることを示してい

る。１８％以上だと、新たな借金をするために国や都道府県の許可が必要と

なり、２５％以上だと借金を制限される。

（地方債の元利償還金＋準元利償還金）

実質公債費比率＝ －（特定財源＋元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額）

標準財政規模－元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額

【平成2７年度・糸島市】（過去３年間の平均）

資料：総務省自治財政局「地方財政状況調査」

福岡県「福岡県市町村普通会計決算及び健全化判断比率等の概要」

平成27年度の糸島市の実質公債費比率は、9.1％。平成21年度以降でみると、一

貫して減少しており、６年間で10.1ポイント減少している。

福岡都市圏内では、全17市町のうち５番目に高い。

※福岡都市圏9市8町の実質公債費比率の単純平均は6.7％

（60）実質公債費比率 ９．１％

×100
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【基本目標６】経営感覚を持った持続可能なまちづくり

指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラフ）
から見る市の動向
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福岡都市圏（９市８町）の比較【平成２７年度】

単純平均321

「地方債残高」とは、市が事業を行うに当たり、財源が不足する場合、例

えば施設を建設するなど一時に多額の資金を必要とするときに調達する借入

金の残額のことである。

市民一人当たり地方債残高＝地方債現在高（普通会計決算）÷人口総数

【地方債現在高29,523,500千円、市民数96,475人

（平成２7年度・糸島市）】

資料：総務省「地方財政状況調査」

福岡県「福岡県市町村普通会計決算及び健全化判断比率等の概要」

総務省統計局「国勢調査報告」

平成27年度の糸島市の市民一人当たり地方債残高は306,022円。平成21年

度以降でみると減少傾向にあり、６年間で75千円減少している。

また、全国の444千円と比べ138千円、福岡県の630千円と比べ324千円少な

い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち６番目に多い。

※福岡都市圏9市8町の市民一人当たり地方債残高の単純平均は321千円

（61）市民一人当たり地方債残高 306,022円
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラフ）
から見る市の動向

【基本目標６】経営感覚を持った持続可能なまちづくり
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（％） 福岡都市圏（９市８町）の比較【平成２７年度】
※０％の団体は、充当可能財源等が将来負担額を上回っている。

単純平均24.1

「将来負担比率」とは、標準的な収入に対する将来負担すべき実質的な負

債の割合。この比率が高いと、将来的に財政が圧迫される可能性が高くな

る。３５０％以上（都道府県及び政令指定都市は４００％以上）で財政健全

化団体となり、「財政健全化計画」の策定などが必要となる。

将来負担額ー（充当可能基金額＋特定財源見込額

＋地方債現在高等に係る基準財政需要額算入見込額）

将来負担比率＝

標準財政規模－元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額

【平成27年度・糸島市】※平成20年度及び21年度の県平均は未集計。

資料：総務省自治財政局「地方財政状況調査」

平成27年度の糸島市の将来負担比率は、30.2％。平成21年度以降でみる

と、一貫して減少しており、６年間で98.6ポイント減少している。

また、全国の38.9％と比べ8.7ポイント、福岡県の84.7％と比べ54.5ポイ

ント低い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち６番目に高い。

※福岡都市圏9市8町の将来負担比率の単純平均は24.1％

（62）将来負担比率 ３０．２％

×100
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラフ）
から見る市の動向

【基本目標６】経営感覚を持った持続可能なまちづくり
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（％）
福岡都市圏（９市８町）の比較【平成２７年度】

単純平均99.0

「市町村税の徴収率」とは、市町村税の調定額（本来納付される額）に対

する実際の収納額の割合で、税負担の公平性を維持し、自主財源を確保して

いくための指標として用いられる。

なお、ここでいう徴収率は現年課税分で、滞納繰越分は除く。

また、国民健康保険税は含まない。

市町村税の徴収率＝収納額÷調定額

【収納額：8,881,949千円、調定額：8,924,497千円

（平成27年度・糸島市）】

※平成27年度の全国の数値は未公表

資料：総務省自治財政局「地方財政統計年報」

福岡県市町村支援課「市町村税徴収状況調」

平成27年度の糸島市の市町村税の徴収率は、99.5％。平成18年度以降でみ

ると増加傾向にあり、９年間で1.6ポイント増加している。

また、福岡県の99.1％と比べ0.4ポイント高い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち２番目に高い。

※福岡都市圏全域の市町村税の徴収率は99.2％

※福岡都市圏9市8町の市町村税の徴収率の単純平均は99.0％

（63）市町村税の徴収率 ９９．５％
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラフ）
から見る市の動向

【基本目標７】地域資源を生かした産業創出のまちづくり
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（％）
福岡都市圏（９市８町）の比較【平成２７年】

※０％の団体は、認定農業者がいない。

都市圏全域15.6

「認定農業者」とは、認定農業者制度により認定を受けた人（団体）。

ここでは、農林業センサスによる販売農家（経営耕地面積30ａ以上または1年間

の農産物販売金額が50万円以上の農家）に対する割合を指標とする。

認定農業者制度：農業経営基盤強化促進法に基づき農業者が作成する農業経営改善

計画に対し、市町村が基本構想に照らして認定し、様々な支援措置を講じる制度。

認定農業者の割合（販売農家に占める割合）＝認定農業者数÷販売農家数

【認定農業者数：368人（団体）、販売農家数：1,523戸

（平成2７年・糸島市）】

資料：農林水産省経営局「農業経営改善計画の認定状況」

福岡農林水産政策課「農林水産白書」

平成27年の糸島市の認定農業者の割合（販売農家に占める割合）は、

24.2％。平成17年度から10年間で6.7ポイント増加している。

また、全国の17.9％と比べ6.3ポイント、福岡県の17.3％と比べ6.9ポイント

高い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち最も高い。

※福岡都市圏全域の認定農業者の割合（販売農家に占める割合）は15.6％

※福岡都市圏9市8町の認定農業者の割合（販売農家に占める割合）の

単純平均は8.7％

（64）認定農業者の割合 ２４．２％
（販売農家に占める割合）
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラフ）
から見る市の動向

【基本目標７】地域資源を生かした産業創出のまちづくり
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福岡都市圏（９市８町）の比較【平成２６年】

単純平均 2,662

「農業産出額」とは、農業就業者数に対する農業生産活動による最終生

産物の総産出額であり、農業の成長産業化施策の指標として用いられる。

農業産出額（農業就業人口一人当たり）＝農業総産出額÷農業就業者数

【農業総算出額：16,220,000千円、農業就業者数：2,971人（平成26年

・糸島市）】

※平成17年までの糸島市の農業総算出額は「農業生産所得統計」、

平成19年～平成25年の市町村別の農業総算出額は公表データなし、

平成26年以降は「市町村別農業産出額（推計）」

資料：農林水産省「農林業センサス」

農林水産省「農業生産所得統計」

農林水産省「市町村別農業産出額（推計）」

平成26年の糸島市の農業生産額(農業就業人口一人当たり)は、5,459千円。平

成２年以降でみると、増加傾向にあり、14年間で2,818千円増加している。

また、全国の3,989千円と比べ1,470千円、福岡県の3,810千円と比べ1,649千

円多い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち最も多い。

※福岡都市圏全域の農業生産額(農業就業人口一人当たり)は4,039千円

※福岡都市圏9市8町の農業生産額(農業就業人口一人当たり)の単純平均は

2,662千円

（65）農業産出額 ５，４５９千円
（農業就業人口一人当たり）

平成28年度追加
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラフ）
から見る市の動向

【基本目標７】地域資源を生かした産業創出のまちづくり
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福岡都市圏（４市１町）の比較【平成２５年】
※漁業活動が行われた市町のみ。

単純平均898

「漁獲販売金額」とは、海面漁獲及び養殖の販売金額のことで、水産行政

に係る指標として用いられる。

なお、ここでは、漁業センサスによる漁業経営体を用いて算出した。

漁獲販売金額（１経営体当たり）＝漁獲・養殖販売金額÷販売のある経営体数

【漁獲・養殖販売金額：280,400万円、販売のある経営体数：318経営

体（平成25年・糸島市）】

資料：農林水産省「漁業センサス」再編加工（ＲＥＳＡＳ）

平成25年の糸島市の漁獲販売金額（１経営体当たり）は、882万円。

平成20年度から５年間で267万円増加している。

また、全国の1,481万円と比べ559万円、福岡県の1,296万円と比べ414万円少な

い。

福岡都市圏内では、漁業活動が行われた５市町のうち３番目に多い。

※福岡都市圏全域の漁獲販売金額（１経営体当たり）961万円

※福岡都市圏４市１町の漁獲販売金額（１経営体当たり）の単純平均は898万円

（66）漁獲販売金額 ８８２万円
（１経営体当たり）

平成28年度追加
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラフ）
から見る市の動向

【基本目標７】地域資源を生かした産業創出のまちづくり
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※漁業活動が行われた市町のみ。

単純平均23,232

「海面漁業水揚げ量」とは、海面で水揚げされた漁獲量（収穫量）のこと

で、水産行政に係る指標として用いられる。

なお、ここでは、漁業センサスによる漁業経営体を用いて算出した。

海面漁業水揚げ量（１経営体当たり）＝水揚げ量÷経営体数

【水揚げ量：3,272ｔ、経営体数：278世帯（事業所）

（平成25年・糸島市）】

資料：農林水産省大臣官房統計部

資料： 「海面漁業生産統計調査」、「漁業センサス報告書」

平成25年の糸島市の海面漁業水揚げ量（１経営体当たり）は、11,770kg。

平成15年度から10年間で1,312kg増加している。

また、全国の50,059kgと比べ38,289kg、福岡県の34,027kgと比べ22,257kg

少ない。

福岡都市圏内では、漁業活動が行われた５市町のうち３番目に多い。

※福岡都市圏全域の海面漁業水揚げ量（１経営体当たり）は34,092ｋｇ

※福岡都市圏9市8町の海面漁業水揚げ量（１経営体当たり）の単純平均は

23,232ｋｇ

（67）海面漁業水揚げ量 １１，７７０ｋｇ
（１経営体当たり）
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラフ）
から見る市の動向

【基本目標７】地域資源を生かした産業創出のまちづくり
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（千円）
福岡都市圏（９市８町）の比較【平成２６年】

都市圏全域28,834

「製造品出荷額等」とは、製造品出荷額、加工賃収入額及びその他収入額

の合計で、消費税額を含んだ額をいう。地域の産業振興や雇用創出、工業団

地開発計画・企業誘致施策などに係る指標として用いられる。

なお、ここでは、従業者数４人以上の製造事業所による指標とする。

製造品出荷額等（従業者一人当たり）＝製造品出荷額等÷製造業従業者数

【製造品出荷額等：41,190百万円、従業者数：2,318人

（平成26年・糸島市）】

資料：経済産業省大臣官房調査統計グループ「工業統計調査結果」

平成26年の糸島市の製造品出荷額等（従業者数一人当たり）は、17,770千円。

平成12年から14年間で4,756千円増加している。

また、全国の41,217千円と比べ23,447千円、福岡県の40,186千円と比べ22,416

千円少ない。

福岡都市圏内では、全17市町のうち４番目に少ない。

※福岡都市圏全域の製造品出荷額等（従業者数一人当たり）は28,834千円

※福岡都市圏9市8町の製造品出荷額等（従業者数一人当たり）の単純平均は

27,224千円

（68）製造品出荷額等 １７，７７０千円
（従業者一人当たり）
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラフ）
から見る市の動向

【基本目標７】地域資源を生かした産業創出のまちづくり
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（千円）
福岡都市圏（９市８町）の比較【平成２４年】

都市圏全域 70,617

「年間商品販売額」とは、卸売事業所及び小売事業所の年間の商品販売額

の合計で、消費税額を含んだ額をいう。地域の産業振興や商店街の活性化な

どに係る指標として用いられる。

年間商品販売額（従業者一人当たり）＝年間販売額÷卸・小売業従業者数

【年間販売額：86,497百万円、従業者数：3,745人

（平成24年・糸島市）】

資料：総務省及び経済産業省「経済センサス-活動調査結果」

平成24年の糸島市の年間商品販売額（従業者数一人当たり）は、23,097千

円。

全国の54,271千円と比べ31,174千円、福岡県の52,330千円と比べ29,233千円

少ない。

福岡都市圏内では、全17市町のうち２番目に少ない。

※福岡都市圏全域の年間商品販売額（従業者数一人当たり）は70,617千円

※福岡都市圏9市8町の年間商品販売額（従業者数一人当たり）の単純平均

は47,679千円

（69）年間商品販売額 ２３，０９７千円
（従業者一人当たり）
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラフ）
から見る市の動向

【基本目標７】地域資源を生かした産業創出のまちづくり
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（事業所）
福岡都市圏（９市８町）の比較【平成２６年】

都市圏全域67.4

この指標は、生産年齢人口（15歳以上64歳以下）に対する事業所数の割

合で、地域の産業振興や雇用の創出などに係る指標として用いられる。

なお、「事業所・企業統計調査」が、調査員の現地確認により事業所を把

握したのに対し、「経済センサス」は、商業・法人登記簿からの把握も加え

たため、総事業所数を単純に比較することはできないが、ともに全ての事業

所に対する調査であるため、ここでは参考として掲載する。

事業所数（生産年齢人口千人当たり）＝事業所数÷生産年齢人口×1,000

【事業所数：3,115事業所、生産年齢人口：58,576人

（平成2６年・糸島市）】※産業分類不能の事業所は含まない。

資料：総務省統計局、経済産業省大臣官房調査統計グループ

資料：「事業所・企業統計調査結果」、「経済センサス基礎調査結果」

資料：総務省統計局「人口推計」

福岡県調査統計課「福岡県の人口と世帯年報」

平成26年の糸島市の事業所数（生産年齢人口千人当たり）は、53.2事業所。

全国の73.1事業所と比べ19.9事業所、福岡県の72.0事業所と比べ18.8事業所

少ない。

福岡都市圏内では、全17市町のうち５番目に少ない。

※福岡都市圏全域の事業所数（生産年齢人口千人当たり）は67.4事業所

※福岡都市圏9市8町の事業所数（生産年齢人口千人当たり）の単純平均は

59.5事業所

（70）事業所数 ５３．２事業所
（生産年齢人口千人当たり）

＜事業所・企業統計調査＞ ＜経済センサス＞
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラフ）
から見る市の動向

【基本目標７】地域資源を生かした産業創出のまちづくり
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（人）
福岡都市圏（９市８町）の比較【平成２６年】

単純平均654

この指標は、生産年齢人口（15歳以上64歳以下）に対する従業者数の割

合で、地域の産業振興や雇用の創出などに係る指標として用いられる。

なお、「事業所・企業統計調査」が、調査員の現地確認により事業所を把

握したのに対し、「経済センサス」は、商業・法人登記簿からの把握も加え

たため、従業者数を単純に比較することはできないが、ともに全ての事業所

に対する調査であるため、ここでは参考として掲載する。

従業者数（生産年齢人口千人当たり）＝従業者数÷生産年齢人口×1,000

【従業者数：25,802人、生産年齢人口：58,576人

（平成2６年・糸島市）】

資料：総務省統計局、経済産業省大臣官房調査統計グループ

資料：「事業所・企業統計調査結果」、「経済センサス基礎調査結果」

資料：総務省統計局「人口推計」

福岡県調査統計課「福岡県の人口と世帯年報」

平成26年の糸島市の従業者数（生産年齢人口千人当たり）は、440人。

全国の794人と比べ354人、福岡県の770人と比べ330人少ない。

福岡都市圏内では、全17市町のうち最も少ない。

※福岡都市圏全域の従業者数（生産年齢人口千人当たり）は776人

※福岡都市圏9市8町の従業者数（生産年齢人口千人当たり）の単純平均は

654人

（71）従業者数 ４４０人（生産年齢人口千人当たり）

＜事業所・企業統計調査＞ ＜経済センサス＞
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラフ）
から見る市の動向

【基本目標７】地域資源を生かした産業創出のまちづくり
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（円）
福岡都市圏（９市８町）の比較【平成２６年度】

都市圏全域20,695

法人市町村民税は、市町村内に事務所、事業所などがある法人等に課税さ

れるもので、法人税（国税）の税額に応じて課税される 「法人税割」 と、

法人等の規模に応じて課税される「均等割」がある。

法人市民税徴収額（人口一人当たり）＝法人市民税徴収額÷人口総数

【法人市民税徴収額：421,578千円、人口総数：97,313人

（平成26年度・糸島市）】

資料： 総務省自治財政局「地方財政統計年報」

総務省自治財政局「地方財政統計年報」

総務省統計局・福岡県調査統計課「人口推計」（年報）

平成26年度の糸島市の法人市民税(人口一人当たり)は、4,332円。平成19年度

から7年間で272円減少している。

また、全国の19,240円と比べ14,908円、福岡県の15,671円と比べ11,339円少な

い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち２番目に少ない。

※福岡都市圏全域の法人市民税(人口一人当たり)は20,695円

※福岡都市圏9市8町の法人市民税(人口一人当たり)の単純平均は10,788円

（72）法人市民税徴収額 ４，３３２円
（人口一人当たり）
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラフ）
から見る市の動向

【基本目標７】地域資源を生かした産業創出のまちづくり
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福岡都市圏（９市８町）の比較【平成２２年】

都市圏全域64.0

「市内で就業している人の割合」とは、15歳以上の就業者数に占める市

内で就業している人の割合で、雇用確保・雇用創出行政の指標として用い

られる。

就業者：調査週間中，賃金，給料，諸手当，営業収益，手数料，内職収入

など収入（現物収入を含む。）を伴う仕事を少しでもした人をいう。（休

業者も含む。）

市内で就業している人の割合＝市内で就業している人数÷15歳以上の就業

者数

【市内で就業している人：23,470人、15歳以上の就業者数：45,794

人

（平成2２年・糸島市）】

※平成12年及び17年は、１市２町の合算値。

資料：総務省統計局「国勢調査」

平成22年の糸島市の市内で就業している人の割合は、51.3％。平成12年以

降でみると、10年間で7.3ポイント減少している。

また、福岡県の50.1％と比べ1.2ポイント高い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち２番目に高い。

※福岡都市圏全域の市町内で就業している人の割合は64.0％

※福岡都市圏9市8町の市町内で就業している人の割合の単純平均は37.9％

（73）市内で就業している人の割合 ５１．３％

平成28年度追加
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラフ）
から見る市の動向

【基本目標７】地域資源を生かした産業創出のまちづくり
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（千円）
福岡都市圏（９市８町）の比較【平成２５年度】

単純平均7,651 

「市町村内総生産額」とは、市町村内にある事業所の生産活動によって生

み出された生産物の総額（産出額）から中間投入額（原材料費や帰属利子

等）を除いたもので、市町村内の総合的な経済指標として用いられる。

なお、総生産額の算出には、名目値（物価変動の含まれている年々の時価

で評価）と実質値（名目値の物価変動分を取り除いた値）があるが、ここで

は名目値を利用する。

市内総生産額（就業者一人当たり）＝市内総生産額÷就業者数

【市内総生産額：204,392百万円（平成2５年度・糸島市）】

※就業者数は、国勢調査結果をもとに内閣府及び福岡県が独自に集計。

資料：福岡県調査統計課「市町村民経済計算報告書」

平成25年度の糸島市の市内総生産額(就業者一人当たり)は、6,556千円。

平成11年度から14年間で7千円増加している。

また、福岡県の7,765千円と比べ1,209千円少ない。

福岡都市圏内では、全17市町のうち３番目に少ない。

※福岡都市圏9市8町の市内総生産額(就業者一人当たり)の単純平均は

7,651千円

（74）市内総生産額 ６，５５６千円
（就業者一人当たり）
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラフ）
から見る市の動向

【基本目標７】地域資源を生かした産業創出のまちづくり
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（千円）
福岡都市圏（９市８町）の比較【平成２５年度】

単純平均2,801

「市町村民所得」とは、労働の対価として分配される雇用者報酬、資産運

用等による財産所得、企業利益等による企業所得の合計で、市町村内の居住

者に帰属する所得を把握したもの。市町村の経済水準を表す指標の一つとし

て用いられる。

市民所得（人口一人当たり）＝市民所得÷人口総数

【市民所得：249,362百万円、（平成25年度・糸島市）】

※県及び市町村人口は、総務省人口をもとに福岡県が独自に按分。

資料：福岡県調査統計課「市町村民経済計算報告書」

平成25年度の糸島市の市民所得(人口一人当たり)は、2,552千円。平成11

年度から14年間で92千円増加している。

また、福岡県の2,831千円と比べ279千円少ない。

福岡都市圏内では、全17市町のうち５番目に少ない。

※福岡都市圏9市8町の市民所得(人口一人当たり)の単純平均は2,801千円

（75）市民所得 ２，５５２千円
（人口一人当たり）
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラフ）
から見る市の動向

【基本目標７】地域資源を生かした産業創出のまちづくり

88,228 95,676 100,126 103,036 106,737 107,230 109,824

2,596 3,559 4,504 4,564 5,038 5,332 5,801

1

100

10,000

1,000,000

H12 H17 H22 H23 H24 H25 H26

（千人）
福岡県、糸島市の推移

福岡県

糸島市

18,550 

7,999
6,425 5,8014,9131,883 1,756 899 621 373 368 352 279 233 60 56 20

0

5,000
10,000
15,000
20,000

福
岡
市

太
宰
府
市

宗
像
市

糸
島
市

福
津
市

筑
紫
野
市

篠
栗
町

宇
美
町

古
賀
市

春
日
市

新
宮
町

那
珂
川
町

久
山
町

大
野
城
市

須
恵
町

粕
屋
町

志
免
町

（千人）
福岡都市圏（９市８町）の比較【平成２６年】

単純平均 2,976

「観光入込客数」とは、市外から当該市に宿泊・日帰りで観光に訪れた人

の数で、観光行政の推進に係る指標として用いられる。

なお、これまで、各都道府県の観光入込客統計は各々独自の手法で集計さ

れており、都道府県間での比較が困難であったが、観光庁において、平成

21年12月に「観光入込客統計に関する共通基準」を策定し、現在、46の

都道府県で開始されている。（大阪府は未導入）

※福岡県は平成25年4月から導入済み

【観光入込客数：5,801千人（平成２６年・糸島市）】

※平成12年及び17年は、１市２町の合算値。

資料：福岡県国際経済観光課「福岡県観光入込客推計調査」

資

平成26年の糸島市の観光入込客数は、5,801千人。平成12年以降で

みると、一貫して増加しており、14年間で3,205千人増加している。

また、福岡都市圏内では、全17市町のうち４番目に多い。

※福岡都市圏全域の観光入込客数は50,588千人

※福岡都市圏9市8町の観光入込客数の単純平均は2,976千人

（76）観光入込客数 ５，８０１千人
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